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○この報告書では、「しょうがい」や「しょうがいしゃ」の用語について、

法律上の名称等を除き、「障がい」、（総称として）「障がいのある人」ま

たは「障がい者」という表記・表現で統一しています。 
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１ 調査の目的 

秩父市では、障がい福祉サービスを計画的に進めていくため、障害者基本法に基づく「障害

者計画」と障害者総合支援法に基づく「第５期障害福祉計画」・児童福祉法に基づく「第１期障

害児福祉計画」を一体的に策定することとしました。 

このアンケート調査は、当該計画の策定にあたり、障がいのある人（※障がい児を含む）の

生活実態や障がい福祉サービスに対する評価、今後の施策ニーズ等を把握し、検討の基礎資料

の一つとすることを目的に実施したものです。 

 

２ 調査設計 

（１）調査対象者 

市内在住の障害者手帳所持者及び指定難病等医療受給者（難病患者）から、無作為に以下

の人数を抽出しました。 

①身体障害者手帳所持者      698人 

②療育手帳所持者         159人 

③精神障害者保健福祉手帳所持者    97人 

④指定難病等医療受給者              46人    合計1,000人 

（２）調査方法 

郵送による配付・回収 

（３）調査期間 

平成29年6月16日～６月27日まで 

（４）調査内容 

①年齢・性別・ご家族などについて ⑥相談相手について 

②障がいの状況について ⑦権利擁護について 

③住まいや暮らしについて ⑧災害時の避難等について 

④日中活動や就労について ⑨自由意見 

⑤障害福祉サービス等の利用について  

 

３ 回収状況 

 配付数 有効回収数 回収率 

①身体障がい者 698 416 59.6％ 

②知的障がい者 159 92 57.9％ 

③精神障がい者 97 51 52.6％ 

④難病患者 46 22 47.8％ 

全  体 1,000 581 58.1% 
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４ 当報告書の見方 

① 回答は、それぞれの質問の回答者数を基数とした百分率（％）で示しています。それぞれの

質問の回答者数を「ｎ」と表記しています。 

② 回答割合（％）は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位までを表記しています。したがっ

て、回答の合計が必ずしも100％にならない場合（99.9％、100.1％など）があります。 

③ 回答者が２つ以上回答することのできる質問（複数回答形式）については、％の合計は通常、

100％を超えています。 

④ 結果表の各欄で、上段の整数は回答実数（人）を、下段の小数第１位までの数値はその百分

率（％）を、それぞれ表しています。 

⑤ アンケート選択肢の語句が長い場合等、本文や表・グラフ中では省略した表現を用いている

ことがあります。 

⑥ 当調査の知的、精神障がい者・難病患者については、有効回収数が100票に満たず百分率

（％）を用いて分析を行うことが統計的に正しくないため、分析は実数を用いて行ってい

ます。ただし、比較を行うための便宜的な参考値として、表、グラフ中では百分率を標示

しています。 
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１ 回答者の属性 

（１）調査票の記入者 

問１ お答えいただくのは、どなたですか。（○は１つだけ） 

 ※これ以降、この調査票が郵送された宛名の方を「あなた」とお呼びしますので、ご本人（この調

査票の対象者：障がいのある方）の状況などについて、お答えください。 

○全体結果と身体、精神障がい者、難病患者では「本人」という回答が最も多く、次いで「本

人の家族」が多くなっています。（難病患者では「無回答」も同数２位。） 

 知的障がい者では「本人の家族」が最も多く、過半数を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

問２ あなたの年齢をお答えください。（平成29年６月１日現在） 

  ○身体障がい者では、75歳以上が44%で最も多く、また、65歳以上で67.6％を占めて

います。 

知的障がい者では、18～29歳と40歳代が最も多くなっています。 

精神障がい者では、40歳代が最も多く、次いで50歳代が多くなっています。 

難病患者では、65～74歳が最も多く、次いで40歳代が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人

59.9 

65.9 

16.3 

80.4 

81.8 

本人の家族

24.8 

20.7 

53.3 

13.7 

9.1 

4.5 

1.9 

18.5 

2.0 

無回答

10.8 

11.5 

12.0 

3.9 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

家族以外の介助者・支援者

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

合計 ０～17歳 18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

581 28 29 22 58 56 47 111 193 37
100.0 4.8 5.0 3.8 10.0 9.6 8.1 19.1 33.2 6.4
416 9 5 4 17 34 35 98 183 31

100.0 2.2 1.2 1.0 4.1 8.2 8.4 23.6 44.0 7.5
92 17 19 13 19 12 4 2 4 2

100.0 18.5 20.7 14.1 20.7 13.0 4.3 2.2 4.3 2.2
51 0 5 5 17 10 4 5 5 0

100.0 0.0 9.8 9.8 33.3 19.6 7.8 9.8 9.8 0.0
22 2 0 0 5 0 4 6 1 4

100.0 9.1 0.0 0.0 22.7 0.0 18.2 27.3 4.5 18.2

全体

身体

知的

精神

難病
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合計 男性 女性 無回答

581 283 280 18
100.0 48.7 48.2 3.1

416 204 197 15
100.0 49.0 47.4 3.6

92 48 43 1
100.0 52.2 46.7 1.1

51 25 26 0
100.0 49.0 51.0 0.0

22 6 14 2
100.0 27.3 63.6 9.1

全体

身体

知的

精神

難病

（３）性別 

問３ あなたの性別をお答えください。（○は１つだけ） 

○全体では、男性が48.7％、女性が48.2％で、ほぼ同数となっています。 

障がい別では、難病患者で女性が男性を大きく上回っているのが特徴的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）一緒に暮らしている人 

問４ 現在、あなたが一緒に暮らしている人は、どなたですか。（あてはまるものすべてに○）

※グループホーム、福祉施設等を利用されている方は、「５」と回答してください。 

  ○全体では、「配偶者（夫または妻）」（44.2％）という回答が最も多く、次いで「子ども」

（26.5％）が多くなっています。 

障がい種別でみると、身体障がい者では「配偶者」が過半数に達して最も多く、知的障

がい者では「父母・祖父母・兄弟」が最も多くなっています。 

精神障がい者では「父母・祖父母・兄弟」が、難病患者では「配偶者」が、最も多くな

っています。 

２番目に多いのは、身体障がい者と難病患者では「子ども」、知的、精神障がい者では「い

ない（一人で暮らしている）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.5 

44.2 

26.5 

6.4 

21.3 

2.8 

10.8 

54.3 

31.3 

6.7 

19.5 

3.1 

59.8 

8.7 

6.5 

5.4 

28.3 

1.1 

39.2 

25.5 

19.6 

7.8 

27.5 

0.0 

22.7 

45.5 

36.4 

0.0 

13.6 

9.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

父母・祖父母・兄弟

配偶者（夫または妻）

子ども

その他

いない（一人で暮らしている）

無回答

全体（ｎ＝581）

身体障がい者（ｎ＝416）

知的障がい者（ｎ＝ 92）

精神障がい者（ｎ＝ 51）

難病患者 （ｎ＝ 22）

（％）
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（５）日常生活について 

問５ 日常生活で、次のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれにお答えくださ

い。（①から⑩それぞれに○を１つずつ） 

○全般的に「ひとりでできる」が最も多い項目が多いですが、「ひとりでできる」の割合は

知的障がい者で比較的少なく、⑦外出では「一部介助が必要」が、⑨お金の管理と⑩薬

の管理では「全部介助が必要」が、それぞれ最も多い回答となっています。 

 

 ① 食事 

 

 

 

 

 

 

 

 

② トイレ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 入浴 

 

 

 

 

 

 

 

④ 衣服の着脱 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる

78.3 

80.8 

64.1 

80.4 

86.4 

一部介助が必要

11.5 

9.1 

22.8 

13.7 

4.5 

全部介助が必要

6.4 

6.0 

12.0 

2.0 

無回答

3.8 

4.1 

1.1 

3.9 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

0.0

ひとりでできる

77.5 

79.1 

63.0 

86.3 

86.4 

一部介助が必要

11.4 

9.4 

25.0 

7.8 

0.0 

全部介助が必要

7.6 

7.7 

10.9 

2.0 

4.5 

無回答

3.6 

3.8 

1.1 

3.9 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

ひとりでできる

70.9 

73.1 

56.5 

76.5 

77.3 

一部介助が必要

13.3 

10.3 

25.0 

15.7 

13.6 

全部介助が必要

12.2 

13.0 

17.4 

2.0 

0.0 

無回答

3.6 

3.6 

1.1 

5.9 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

ひとりでできる

73.0 

74.0 

58.7 

86.3 

81.8 

一部介助が必要

14.8 

13.2 

27.2 

7.8 

9.1 

全部介助が必要

8.1 

8.2 

13.0 

2.0 

0.0 

無回答

4.1 

4.6 

1.1 

3.9 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581
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⑤ 身だしなみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 家の中の移動 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 外出 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 家族以外の人との意思疎通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる

68.2 

71.4 

43.5 

80.4 

81.8 

一部介助が必要

18.8 

15.6 

38.0 

13.7 

9.1 

全部介助が必要

8.8 

8.4 

16.3 

2.0 

0.0 

無回答

4.3 

4.6 

2.2 

3.9 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

ひとりでできる

78.8 

77.4 

79.3 

86.3 

86.4 

一部介助が必要

10.5 

10.3 

13.0 

9.8 

4.5 

全部介助が必要

6.2 

7.2 

6.5 

0.0 

0.0 

無回答

4.5 

5.0 

1.1 

3.9 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

ひとりでできる

53.2 

55.0 

31.5 

68.6 

72.7 

一部介助が必要

23.4 

21.9 

34.8 

21.6 

9.1 

全部介助が必要

18.6 

18.5 

29.3 

5.9 

4.5 

無回答

4.8 

4.6 

4.3 

3.9 

13.6 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

ひとりでできる

68.2 

72.1 

41.3 

74.5 

90.9 

一部介助が必要

16.2 

12.7 

34.8 

17.6 

0.0 

全部介助が必要

7.2 

5.8 

18.5 

2.0 

0.0 

無回答

8.4 

9.4 

5.4 

5.9 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581
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⑨ お金の管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 薬の管理 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとりでできる

57.8 

65.9 

17.4 

56.9 

77.3 

一部介助が必要

17.7 

14.4 

26.1 

31.4 

13.6 

全部介助が必要

19.1 

13.9 

53.3 

7.8 

0.0 

無回答

5.3 

5.8 

3.3 

3.9 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

ひとりでできる

62.3 

70.2 

19.6 

66.7 

81.8 

一部介助が必要

15.3 

12.3 

25.0 

25.5 

9.1 

全部介助が必要

17.9 

13.2 

51.1 

3.9 

0.0 

無回答

4.5 

4.3 

4.3 

3.9 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581
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（６）主な介助者 

（問５で、１つでも「一部介助が必要」または「全部介助が必要」と答えた方へ） 

問６ あなたを介助してくれる方は主に誰ですか（あてはまるものすべてに○） 

○全体では、「配偶者（夫または妻）」と「ホームヘルパーや施設の職員」（ともに31.8％）

という回答が最も多く、「父母・祖父母・兄弟」（27.2％）が続いています。 

身体障がい者では「配偶者」が最も多く、次いで「子ども」と「その他」が多くなって

います。 

知的障がい者では「父母・祖父母・兄弟」が最も多く、次いで「その他」が多くなって

います。 

精神障がい者では「父母・祖父母・兄弟」が最も多く、「その他」、「配偶者」が続いてい

ます。 

難病患者では「配偶者」が最も多く、次いで「父母・祖父母・兄弟」と「その他」が多

くなっています。 

 

〈全体〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈障がい種別〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.2

31.8

20.0

31.8

3.9

5.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

父母・祖父母・兄弟

配偶者（夫または妻）

子ども

ホームヘルパーや施設の職員

その他の人（ボランティア等）

無回答

ｎ=305

12.2 

41.8 

29.6 

29.6 

4.6 

5.1 

59.5 

6.3 

2.5 

38.0 

2.5 

5.1 

44.0 

24.0 

0.0 

32.0 

4.0 

16.0 

20.0 

80.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

父母・祖父母・兄弟

配偶者（夫または妻）

子ども

その他

いない（一人で暮らしている）

無回答

身体障がい者（ｎ＝196）

知的障がい者（ｎ＝ 79）

精神障がい者（ｎ＝ 25）

難病患者 （ｎ＝ 5）

（％）
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（７）介助してくれる方の年齢・性別・健康状態 

問７ （問６で「１」～「３」を答えた方へ）あなたを介助してくれる家族で、特に中心とな

っている方の年齢、性別、健康状態をお答えください。 

○主な介助者の年齢については、身体、精神障がい者では60歳代、知的障がい者では40

歳代、難病患者では70歳代が最も多くを占めています。 

性別では、難病患者以外では男性よりも女性の方が多いですが、難病患者では男性の方

が多くなっています。健康状態では、全体で「ふつう」が半数強となっています。 

 

【年齢（平成29年６月１日現在）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康状態】 

 

 

 

  

合計 30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答 非該当

218 4 14 31 45 58 39 19 8 363
100.0 1.8 6.4 14.2 20.6 26.6 17.9 8.7 3.7
146 3 5 16 29 41 32 16 4 270

100.0 2.1 3.4 11.0 19.9 28.1 21.9 11.0 2.7
52 0 8 14 12 9 3 2 4 40

100.0 0.0 15.4 26.9 23.1 17.3 5.8 3.8 7.7
15 1 0 1 3 7 2 1 0 36

100.0 6.7 0.0 6.7 20.0 46.7 13.3 6.7 0.0
5 0 1 0 1 1 2 0 0 17

100.0 0.0 20.0 0.0 20.0 20.0 40.0 0.0 0.0

全体

身体

知的

精神

難病

男性

34.4 

38.4 

19.2 

40.0 

60.0 

女性

63.8 

60.3 

76.9 

60.0 

40.0 

無回答

1.8 

1.4 

3.8 

0.0 

0.0 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ=  5

ｎ=146

ｎ= 15

ｎ= 52

ｎ=218

よい

26.1 

19.9 

42.3 

26.7 

40.0 

ふつう

55.5 

59.6 

46.2 

60.0 

20.0 

よくない

16.1 

19.2 

7.7 

6.7 

40.0 

無回答

2.3 

1.4 

3.8 

6.7 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ=  5

ｎ=146

ｎ= 15

ｎ= 52

ｎ=218

0.0
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２ 障がいの状況について 

問８ あなたは身体障害者手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

○全体と身体障がい者では、「１級」という回答が最も多く、身体障がい者では32.2%と

なっています。 

 身体障がい以外の障がい種では、「持っていない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ （問８で「１」～「６」を答えた方へ）お持ちの身体障害者手帳の、主たる障害をお答

えください。（○は１つだけ） 

○全体と身体障がい者では「肢体不自由（下肢）」と「内部障害」が多くなっています。 

 知的障がい者では「肢体不自由（下肢）」が、精神障がい者では「内部障害」が、それぞ 

 れ多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 持ってい
ない

無回答

581 145 66 84 86 33 22 106 39
100.0 25.0 11.4 14.5 14.8 5.7 3.8 18.2 6.7

416 134 49 75 85 31 21 8 13
100.0 32.2 11.8 18.0 20.4 7.5 5.0 1.9 3.1

92 8 5 2 0 1 1 56 19
100.0 8.7 5.4 2.2 0.0 1.1 1.1 60.9 20.7

51 0 12 7 1 0 0 24 7
100.0 0.0 23.5 13.7 2.0 0.0 0.0 47.1 13.7

22 3 0 0 0 1 0 18 0
100.0 13.6 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 81.8 0.0

全体

身体

知的

精神

難病

合計 視覚障害 聴覚障害 音声・言
語・そ
しゃく機
能障害

肢体不自
由（上
肢）

肢体不自
由（下
肢）

肢体不自
由（体
幹）

内部障害 無回答

436 22 27 9 40 136 29 139 34
100.0 5.0 6.2 2.1 9.2 31.2 6.7 31.9 7.8

395 21 27 5 40 129 25 120 28
100.0 5.3 6.8 1.3 10.1 32.7 6.3 30.4 7.1

17 0 0 4 0 6 2 3 2
100.0 0.0 0.0 23.5 0.0 35.3 11.8 17.6 11.8

20 1 0 0 0 1 0 14 4
100.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 70.0 20.0

4 0 0 0 0 0 2 2 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

全体

身体

知的

精神

難病
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問10 あなたは療育手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

○知的障がい者では「Ａ判定」が最も多く、次いで「Ｂ判定」、「Ｃ判定」の順となっていま

す。 

 全体と知的障がい者以外の障がい種では、「持っていない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11 あなたは精神障害者保健福祉手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

○精神障がい者では、「２級」が過半数で最も多く、「３級」、「持っていない」、「無回答」、

「１級」の順となっています。 

  全体と精神障がい者以外の障がい種では、「持っていない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ判定

9.1 

2.4 

46.7 

0.0 

0.0 

Ｂ判定

4.6 

0.2 

28.3 

0.0 

0.0 

Ｃ判定

3.1 

0.5 

17.4 

0.0 

0.0 

持っていない

64.5 

75.7 

1.1 

76.5 

90.9 

無回答

18.6 

21.2 

6.5 

23.5 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

0.0

１級

1.9 

1.4 

4.3 

2.0 

0.0 

２級

5.5 

0.7 
2.2 

52.9 

0.0 

３級

2.8 

0.5 

0.0 
27.5 

0.0 

持っていない

73.1 

79.3 

76.1 

9.8 

90.9 

無回答

16.7 

18.0 

17.4 

7.8 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581
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問12 あなたは指定難病の認定を受けていますか。（○は１つだけ） ※「指定難病」とは、関

節リウマチやギラン・バレー症候群などの、治療法が確立していない疾病やその他の特

殊な疾病をいいます。 

○難病患者では、「無回答」の１人（4.5％）を除いて全員が「受けている」と回答してい

ます。 

全体と身体、知的、精神障がい者では、「受けていない」が多い回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13 あなたは、発達障がいとして診断されたことはありますか。（○は１つだけ） ※発達障

がいとは、自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障がい、学習障がい、注意

欠陥多動性障がいなどをいいます。 

○知的障がい者と精神障がい者で、「ある（発達障がいの診断を受けた）」という回答が比

較的多く、順に92人中30人（32.6％）、51人中５人（9.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けている

10.0 

7.9 

4.3 

0.0 

95.5 

受けていない

75.2 

76.2 

82.6 

86.3 

0.0 

無回答

14.8 

15.9 

13.0 

13.7 

4.5 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

0.0

ある

7.7 

2.4 

32.6 

9.8 

0.0 

ない

82.3 

86.1 

62.0 

82.4 

95.5 

無回答

10.0 

11.5 

5.4 

7.8 

4.5 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581
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問14 あなたは、高次脳機能障がいとして診断されたことはありますか。（○は１つだけ） 

※高次脳機能障がいとは、一般に、外傷性脳損傷、脳血管障害等により脳に損傷を受け、その

後遺症等として生じた記憶障がい、注意障がい、社会的行動障がいなどの認知障がい等

を指すものとされており、具体的には「会話がうまくかみ合わない」等の症状がありま

す。 

○「ある（高次脳機能障がいの診断を受けた）」はどの属性でも少ないですが、身体障がい

者（4.1％）、知的障がい者（92人中４人〔4.3％〕）で比較的多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 あなたが現在受けている医療ケアをご回答ください。（あてはまるものすべてに○） 

○全体では、「無回答」（47.8％）が最も多く、次いで「服薬管理」（26.0％）が多く、「そ

の他」（12.7％）、「透析」（8.3％）が続いています。 

障がい種別でみると、難病患者で「服薬管理」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある

3.8 

4.1 

4.3 

2.0 

0.0 

ない

85.5 

84.1 

88.0 

88.2 

95.5 

無回答

10.7 

11.8 

7.6 

9.8 

4.5 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

0.2

1.0

1.4

1.0

0.9

0.3

0.0

8.3

2.9

4.8

26.0

12.7

47.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（IHV）

透析

カテーテル留置

ストマ（人工肛門・人口膀胱）

服薬管理

その他

無回答

ｎ=581
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  ○身体、知的、精神障がい者では、「無回答」が最も多くなっています。 

 

  

合計 気管切開 人工呼吸
器（レス
ピレー
ター）

吸入 吸引 胃ろう・
腸ろう

鼻腔経管
栄養

中心静脈
栄養
（IHV）

透析 カテーテ
ル留置

ストマ
（人工肛
門・人口
膀胱）

服薬管理 その他 無回答

581 1 6 8 6 5 2 0 48 17 28 151 74 278
100.0 0.2 1.0 1.4 1.0 0.9 0.3 0.0 8.3 2.9 4.8 26.0 12.7 47.8
416 1 5 6 5 4 2 0 47 15 27 95 54 190

100.0 0.2 1.2 1.4 1.2 1.0 0.5 0.0 11.3 3.6 6.5 22.8 13.0 45.7
92 0 0 1 1 1 0 0 1 1 1 31 2 56

100.0 0.0 0.0 1.1 1.1 1.1 0.0 0.0 1.1 1.1 1.1 33.7 2.2 60.9
51 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 15 12 24

100.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 29.4 23.5 47.1
22 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 10 6 8

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 45.5 27.3 36.4

全体

身体

知的

精神

難病
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３ 住まいや暮らしについて 

問16 あなたは現在、どのように暮らしていますか。（○は１つだけ） 

○全体及び身体、知的、精神障がい者・難病患者に共通して、「家族と暮らしている」とい

う回答が最も多くなっています。 

次いで多い回答は、身体、精神障がい者と難病患者では「一人で暮らしている」、知的障

がい者では「グループホームで暮らしている」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問17と問18は、問16で「４(施設)」または「５(病院)」を選択した場合にお答えください。】 

問17 あなたは将来、地域で生活したいと思いますか。（○は１つだけ） 

○全体と身体障がい者では、「今のまま地域で生活したい」という回答が最も多く、次いで

「家族と一緒に地域で生活したい」が多くなっています。知的障がい者では、「今のまま

地域で生活したい」が最も多く、次いで「グループホームなどを利用して地域で生活し

たい」が多くなっています。精神障がい者では、「特に地域で生活したいと思わない」が

最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 一人で暮
らしてい
る

家族と暮
らしてい
る

グループ
ホームで
暮らして
いる

福祉施設
（障害者
支援施
設、高齢
者支援施

設）で暮
らしてい
る

病院に入
院してい
る

その他 無回答

581 67 432 26 33 13 1 9
100.0 11.5 74.4 4.5 5.7 2.2 0.2 1.5
416 50 318 8 23 11 1 5

100.0 12.0 76.4 1.9 5.5 2.6 0.2 1.2
92 2 62 17 8 1 0 2

100.0 2.2 67.4 18.5 8.7 1.1 0.0 2.2
51 11 35 1 2 1 0 1

100.0 21.6 68.6 2.0 3.9 2.0 0.0 2.0
22 4 17 0 0 0 0 1

100.0 18.2 77.3 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5

全体

身体

知的

精神

難病

合計 今のまま
地域で生
活したい

グループ
ホームな
どを利用
して地域
で生活し
たい

家族と一
緒に地域
で生活し
たい

地域の一
般の住宅
でひとり
暮らしを
したい

特に地域
で生活し
たいと思
わない

その他 無回答

46 19 5 7 1 5 4 5
100.0 41.3 10.9 15.2 2.2 10.9 8.7 10.9

34 16 3 6 1 2 2 4
100.0 47.1 8.8 17.6 2.9 5.9 5.9 11.8

9 3 2 1 0 1 1 1
100.0 33.3 22.2 11.1 0.0 11.1 11.1 11.1

3 0 0 0 0 2 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

身体

知的

精神

難病
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問18 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

○全体と身体障がい者では、「経済的な負担の軽減」という回答が最も多く、次いで「在宅

で医療ケアなどが適切に得られること」が多く、「必要な在宅サービスが適切に利用でき

ること」、「障がいに適した住居の確保」が続いています。 

知的障がい者では、「在宅で医療ケアなどが適切に得られること」と「必要な在宅サービ

スが適切に利用できること」が最も多くなっています。 

精神障がい者では、「障がいに適した住居の確保」と「経済的な負担の軽減」を、３人全

員が回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 在宅で医
療ケアな
どが適切
に得られ
ること

障がいに
適した住
居の確保

必要な在
宅サービ
スが適切
に利用で
きること

生活訓練
等の充実

経済的な
負担の軽
減

相談対応
等の充実

地域住民
等の理解

その他 無回答

46 18 15 16 8 20 11 7 3 7
100.0 39.1 32.6 34.8 17.4 43.5 23.9 15.2 6.5 15.2

34 13 9 10 6 15 7 3 2 6
100.0 38.2 26.5 29.4 17.6 44.1 20.6 8.8 5.9 17.6

9 4 3 4 2 2 2 2 1 1
100.0 44.4 33.3 44.4 22.2 22.2 22.2 22.2 11.1 11.1

3 1 3 2 0 3 2 2 0 0
100.0 33.3 100.0 66.7 0.0 100.0 66.7 66.7 0.0 0.0

全体

身体

知的

精神
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４ 日中活動や就労について 

問19 あなたは、１週間にどの程度外出しますか。（○は１つだけ） 

○知的障がい者と難病患者では、「毎日外出する」という回答が最も多く、次いで「１週間

に数回外出する」が多くなっています。 

全体と身体、精神障がい者では、反対に「１週間に数回外出する」が最も多く、次いで

「毎日外出する」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問20～問22は、問19で「４(まったく外出しない)」以外を選択した場合にお答えください。】 

問20 あなたが外出する際の主な同伴者は誰ですか。（○は１つだけ） 

○全体と身体、精神障がい者、難病患者では「ひとりで外出する」が最も多く、知的障が

い者では「父母・祖父母・兄弟」が最も多く、次いで「ホームヘルパーや施設の職員」

が多くなっています。 

また、身体、精神障がい者と難病患者で２番目に多い回答は、身体障がい者・難病患者

では「配偶者（夫または妻）」、精神障がい者では「父母・祖父母・兄弟」となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎日外出する

33.4 

27.2 

59.8 

31.4 

45.5 

１週間に数回

外出する

40.6 

44.7 

25.0 

39.2 

31.8 

めったに外出しない

16.7 

18.3 

5.4 

23.5 

18.2 

まったく外出しない

5.3 

6.5 

3.3 

2.0 

0.0 

無回答

4.0 

3.4 

6.5 

3.9 

4.5 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

合計 父母・祖
父母・兄
弟

配偶者
（夫また
は妻）

子ども
（単身で家
族は持って

いない）

ホームヘ
ルパーや
施設の職
員

その他の
人

ひとりで
外出する

無回答

527 63 111 37 52 21 184 59
100.0 12.0 21.1 7.0 9.9 4.0 34.9 11.2

375 19 99 33 24 18 138 44
100.0 5.1 26.4 8.8 6.4 4.8 36.8 11.7

83 31 4 1 25 1 13 8
100.0 37.3 4.8 1.2 30.1 1.2 15.7 9.6

48 12 6 2 3 1 21 3
100.0 25.0 12.5 4.2 6.3 2.1 43.8 6.3

21 1 2 1 0 1 12 4
100.0 4.8 9.5 4.8 0.0 4.8 57.1 19.0

全体

身体

知的

精神

難病
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問21 あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（あてはまるものすべてに○） 

○全体と身体、精神障がい者では、「医療機関の受診」という回答が最も多く、知的障がい

者では「通勤・通学・通所」が、難病患者では「買い物に行く」が、最も多くなってい

ます。 

次いで多いのは、全体と身体、知的、精神障がい者では「買い物に行く」、難病患者では

「医療機関の受診」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.8 

14.4 

62.0 

55.6 

19.5 

14.8 

5.3 

26.8 

3.8 

5.1 

16.5 

16.0 

68.3 

55.7 

22.4 

16.5 

6.1 

28.0 

4.0 

5.1 

73.5 

9.6 

30.1 

45.8 

8.4 

9.6 

2.4 

22.9 

2.4 

6.0 

18.8 

12.5 

68.8 

66.7 

12.5 

12.5 

6.3 

18.8 

4.2 

2.1 

42.9 

9.5 

61.9 

66.7 

28.6 

9.5 

0.0 

38.1 

4.8 

9.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

通勤・通学・通所

訓練やリハビリに行く

医療機関の受診

買い物に行く

友人・知人に会う

趣味やスポーツをする

グループ活動に参加する

散歩に行く

その他

無回答

全体（ｎ＝527）

身体障がい者（ｎ＝375）

知的障がい者（ｎ＝ 83）

精神障がい者（ｎ＝ 48）

難病患者 （ｎ＝ 21）

（％）
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問22 外出する時に困ることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

○全体では、「道路や駅に階段や段差が多い」（27.1％）という回答が最も多く、次いで「無

回答」（24.1％）が多く、「公共交通機関が少ない・ない」と「困った時にどうすればい

いのか心配」（ともに22.0％）が続いています。 

障がい種別でみると、身体障がい者では「道路や駅に階段や段差が多い」が、知的障が

い者では「公共交通機関が少ない・ない」が、精神障がい者では「外出にお金がかかる」

が、難病患者では「無回答」が、それぞれ最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.0 

17.3 

27.1 

10.4 

16.9 

7.2 

19.7 

9.1 

18.4 

22.0 

7.2 

24.1 

20.5 

18.9 

32.5 

9.6 

18.7 

5.3 

17.6 

6.7 

17.3 

18.7 

7.5 

24.8 

26.5 

14.5 

13.3 

20.5 

15.7 

19.3 

19.3 

16.9 

14.5 

36.1 

3.6 

20.5 

25.0 

14.6 

14.6 

4.2 

6.3 

2.1 

39.6 

16.7 

31.3 

31.3 

6.3 

20.8 

23.8 

4.8 

14.3 

0.0 

14.3 

4.8 

14.3 

4.8 

23.8 

4.8 

19.0 

33.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

公共交通機関が少ない・ない

列車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗り換えの方法がわかりにくい

外出先の建物の設備が不便(通路、トイレ、エレベーターなど)

介助者・支援者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

困った時にどうすればいいのか心配

その他

無回答

全体（ｎ＝527）

身体障がい者（ｎ＝375）

知的障がい者（ｎ＝ 83）

精神障がい者（ｎ＝ 48）

難病患者 （ｎ＝ 21）

（％）
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問23 あなたは、平日の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つだけ） 

○全体と身体、精神障がい者では「自宅で過ごしている」が、知的障がい者では「福祉施

設、作業所等に通っている」が、難病患者では「会社勤めや自営業、家業などで収入を

得る仕事をしている」と「自宅で過ごしている」が、それぞれ最も多くなっています。 

次いで多い回答は、全体と身体、精神障がい者では「会社勤めや自営業、家業などで収

入を得る仕事をしている」、知的障がい者では「特別支援学校（小、中、高等部）に通っ

ている」、難病患者では「専業主婦（主夫）をしている」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24 【問23で、「１」を選択した場合にお答えください。】 

どのような勤務形態で働いていますか。（○は１つだけ） 

○全体では、「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」が86人中32人（37.2％）

という回答が最も多く、「正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない」（同25人）、「自

営業、農林水産業など」（22人）が続いています。 

 身体障がい者では「正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない」が、知的、精神障が

い者では「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」が、難病患者では「正職員

で他の職員と勤務条件等に違いはない」と「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣

職員」が、それぞれ最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 会社勤めや

自営業、家
業などで収
入を得る仕

事をしてい

る

ボランティ

アなど、収
入を得ない
仕事をして

いる

専業主婦
（主夫）
をしてい
る

福祉施
設、作業
所等に
通ってい
る

病院など
のデイケ
アに通っ
ている

リハビリ
テーショ
ンを受け
ている

自宅で過
ごしてい
る

入所して
いる施設
や病院等
で過ごし
ている

大学、専門

学校、職業
訓練校など
に通ってい

る

特別支援学

校（小、
中、高等
部）に通っ

ている

一般の高
校、小中
学校に
通ってい
る

幼稚園、保

育所、「星
の子教室」
などに通っ

ている

その他 無回答

581 86 2 67 58 14 18 224 44 1 13 10 7 14 23
100.0 14.8 0.3 11.5 10.0 2.4 3.1 38.6 7.6 0.2 2.2 1.7 1.2 2.4 4.0

416 62 2 55 11 12 15 187 34 0 2 3 4 13 16
100.0 14.9 0.5 13.2 2.6 2.9 3.6 45.0 8.2 0.0 0.5 0.7 1.0 3.1 3.8

92 9 0 1 41 1 1 7 7 0 11 5 3 1 5
100.0 9.8 0.0 1.1 44.6 1.1 1.1 7.6 7.6 0.0 12.0 5.4 3.3 1.1 5.4

51 8 0 7 6 1 1 23 3 1 0 0 0 0 1
100.0 15.7 0.0 13.7 11.8 2.0 2.0 45.1 5.9 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0

22 7 0 4 0 0 1 7 0 0 0 2 0 0 1
100.0 31.8 0.0 18.2 0.0 0.0 4.5 31.8 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 4.5

全体

身体

知的

精神

難病

合計 正職員で他

の職員と勤

務条件等に

違いはない

正職員で短

時間勤務な

どの障がい

者配慮があ

る

パート・ア

ルバイト等

の非常勤職

員、派遣職

員

自営業、
農林水産
業など

その他 無回答

86 25 5 32 22 0 2
100.0 29.1 5.8 37.2 25.6 0.0 2.3

62 21 3 16 20 0 2
100.0 33.9 4.8 25.8 32.3 0.0 3.2

9 1 1 7 0 0 0
100.0 11.1 11.1 77.8 0.0 0.0 0.0

8 0 1 6 1 0 0
100.0 0.0 12.5 75.0 12.5 0.0 0.0

7 3 0 3 1 0 0
100.0 42.9 0.0 42.9 14.3 0.0 0.0

全体

身体

知的

精神

難病
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問25 【問23で、「１」以外を選択した18～64歳の方がお答えください。】 

あなたは、今後収入を得る仕事をしたいと思いますか。（○は１つだけ） 

○全体では、「仕事をしたくない、またはできない」が40.2％を占め、多くなっています。 

  身体障がい者では「仕事をしたい」と「仕事をしたくない、またはできない」が同数、

知的障がい者と精神障がい者では「仕事をしたくない、またはできない」が多くなって

います。難病患者では、「仕事をしたい」が多く、「仕事をしたくない、またはできない」

を上回っています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問26 収入を得るために、職業訓練などを受けたいと思いますか。（○は１つだけ） 

○全体と身体、知的障がい者では、「無回答」が最も多く、次いで「職業訓練を受けたくない、

受ける必要はない」が多くなっています。 

精神障がい者と難病患者では、「職業訓練を受けたくない、受ける必要はない」が最も多く、

次いで「無回答」が多くなっています。 

また、「職業訓練を受けたい」と回答した人は、身体障がい者が25人、知的障がい者が21

人、精神障がい者が13人の合計59人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 仕事をし
たい

仕事をし
たくな
い、また
はできな
い

無回答

174 62 70 42
100.0 35.6 40.2 24.1

69 25 25 19
100.0 36.2 36.2 27.5

58 21 28 9
100.0 36.2 48.3 15.5

33 12 14 7
100.0 36.4 42.4 21.2

14 4 3 7
100.0 28.6 21.4 50.0

全体

身体

知的

精神

難病

合計 すでに職
業訓練を
受けてい
る

職業訓練
を受けた
い

職業訓練を

受けたくな
い、受ける
必要はない

無回答

581 20 59 184 318
100.0 3.4 10.2 31.7 54.7
416 4 25 127 260

100.0 1.0 6.0 30.5 62.5
92 9 21 26 36

100.0 9.8 22.8 28.3 39.1
51 4 13 19 15

100.0 7.8 25.5 37.3 29.4
22 3 0 12 7

100.0 13.6 0.0 54.5 31.8

全体

身体

知的

精神

難病
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問27 あなたは、障がいのある人の就労支援としてどのようなことが必要だと思いますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

○「無回答」以外で、全体と身体、知的、精神障がい者では「職場の障がい者理解」が最も

多く（精神障がい者では「職場の上司や同僚に障がいへの理解があること」も同数１位）、

難病患者では「短時間勤務や勤務日数等の配慮」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

  

合計 通勤手段
の確保

勤務場所
における
バリアフ
リー等の
配慮

短時間勤
務や勤務
日数等の
配慮

在宅勤務
の拡充

職場の障
がい者理
解

職場の上司

や同僚に障

がいへの理

解があるこ

と

職場で介
助や援助
等が受け
られるこ
と

就労後の

フォローな

ど、職場と

支援機関の

連携

企業ニー
ズに合っ
た就労訓
練

仕事につ
いての職
場外での
相談対
応、支援

その他 無回答

581 163 110 169 85 215 208 126 115 81 111 23 258
100.0 28.1 18.9 29.1 14.6 37.0 35.8 21.7 19.8 13.9 19.1 4.0 44.4
416 109 85 108 60 132 127 74 65 50 66 14 209

100.0 26.2 20.4 26.0 14.4 31.7 30.5 17.8 15.6 12.0 15.9 3.4 50.2
92 32 10 27 12 49 44 32 27 17 25 3 28

100.0 34.8 10.9 29.3 13.0 53.3 47.8 34.8 29.3 18.5 27.2 3.3 30.4
51 15 8 24 8 28 28 16 18 10 16 5 15

100.0 29.4 15.7 47.1 15.7 54.9 54.9 31.4 35.3 19.6 31.4 9.8 29.4
22 7 7 10 5 6 9 4 5 4 4 1 6

100.0 31.8 31.8 45.5 22.7 27.3 40.9 18.2 22.7 18.2 18.2 4.5 27.3

全体

身体

知的

精神

難病

28.1 

18.9 

29.1 

14.6 

37.0 

35.8 

21.7 

19.8 

13.9 

19.1 

4.0 

44.4 

26.2 

20.4 

26.0 

14.4 

31.7 

30.5 

17.8 

15.6 

12.0 

15.9 

3.4 

50.2 

34.8 

10.9 

29.3 

13.0 

53.3 

47.8 

34.8 

29.3 

18.5 

27.2 

3.3 

30.4 

29.4 

15.7 

47.1 

15.7 

54.9 

54.9 

31.4 

35.3 

19.6 

31.4 

9.8 

29.4 

31.8 

31.8 

45.5 

22.7 

27.3 

40.9 

18.2 

22.7 

18.2 

18.2 

4.5 

27.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリー等の配慮

短時間勤務や勤務日数等の配慮

在宅勤務の拡充

職場の障がい者理解

職場の上司や同僚に障がいへの理解があること

職場で介助や援助等が受けられること

就労後のフォローなど、職場と支援機関の連携

企業ニーズに合った就労訓練

仕事についての職場外での相談対応、支援

その他

無回答

全体（ｎ＝581）

身体障がい者（ｎ＝416）

知的障がい者（ｎ＝ 92）

精神障がい者（ｎ＝ 51）

難病患者 （ｎ＝ 22）

（％）
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５ 障害福祉サービス等の利用について 

問28 あなたは、障害支援区分の認定を受けていますか。（○は１つだけ） 

○全体、各障がい種別とも、「受けていない」という回答が最も多くなっていますが、「受け

ていない」と「無回答」以外では、全体では「区分２」が、身体障がい者では「区分１」

と「区分３」が、知的、精神障がい者と難病患者では「区分２」が、それぞれ最も多くな

っています。 

 

 

 

 

  

合計 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 受けてい
ない

無回答

581 10 16 15 4 10 8 359 159
100.0 1.7 2.8 2.6 0.7 1.7 1.4 61.8 27.4

416 7 5 7 3 4 2 266 122
100.0 1.7 1.2 1.7 0.7 1.0 0.5 63.9 29.3

92 3 7 6 1 6 6 39 24
100.0 3.3 7.6 6.5 1.1 6.5 6.5 42.4 26.1

51 0 3 2 0 0 0 34 12
100.0 0.0 5.9 3.9 0.0 0.0 0.0 66.7 23.5

22 0 1 0 0 0 0 20 1
100.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 90.9 4.5

全体

身体

知的

精神

難病
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問29 あなたは次のサービスを利用していますか。また、今後利用したいと考えますか。（①～

⑳のそれぞれについて、「現在利用しているか」と「今後利用したいか」の両方に回答〔番

号に○印〕してください。） 

【サービスの現在の利用状況】 

○いずれのサービスについても「利用していない」という回答が多いですが、全体では、「利

用している」が比較的多いサービスは、「相談支援」（9.1％）、「生活介護」（7.2％）、「居

宅介護（ホームヘルプ）」（6.7％）等となっています。 

それらのサービスの利用状況を障がい種別でみた結果は、次ページの各表の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.7 %

1.0 %

0.9 %

4.3 %

1.0 %

7.2 %

5.3 %

1.5 %

3.6 %

1.9 %

2.9 %

3.8 %

2.9 %

9.1 %

1.4 %

0.9 %

0.5 %

0.5 %

0.3 %

0.3 %

0% 10%

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等包括支援

生活介護

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

療養介護

短期入所（ショートステイ）

共同生活援助（グループホーム）

施設入所支援

相談支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

医療型児童発達支援

福祉型児童入所支援

医療型児童入所支援

ｎ=581
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 ≪居宅介護（ホームヘルプ）≫        ≪生活介護≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪相談支援≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 利用して
いる

利用して
いない

無回答

581 39 388 154
100.0 6.7 66.8 26.5

416 26 270 120
100.0 6.3 64.9 28.8

92 7 65 20
100.0 7.6 70.7 21.7

51 6 34 11
100.0 11.8 66.7 21.6

22 0 19 3
100.0 0.0 86.4 13.6

全体

身体

知的

精神

難病

合計 利用して
いる

利用して
いない

無回答

581 42 348 191
100.0 7.2 59.9 32.9

416 21 246 149
100.0 5.0 59.1 35.8

92 18 50 24
100.0 19.6 54.3 26.1

51 2 36 13
100.0 3.9 70.6 25.5

22 1 16 5
100.0 4.5 72.7 22.7

全体

身体

知的

精神

難病

合計 利用して
いる

利用して
いない

無回答

581 53 321 207
100.0 9.1 55.2 35.6

416 26 227 163
100.0 6.3 54.6 39.2

92 19 45 28
100.0 20.7 48.9 30.4

51 7 31 13
100.0 13.7 60.8 25.5

22 1 18 3
100.0 4.5 81.8 13.6

全体

身体

知的

精神

難病
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【サービスの今後の利用意向】 

○「利用しない」という回答が「利用したい」よりも多いサービスがほとんどですが、全体

では、「利用したい」が比較的多いサービスは、「相談支援」（29.9％）、「居宅介護（ホー

ムヘルプ）」（25.3％）、「自立訓練（機能訓練、生活訓練）」（21.5％）、「生活介護」（20.3％）

等となっています。 

 それらのサービスの利用意向を障がい種別でみた結果は、次ページの各表の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.3 %

17.2 %

12.0 %

16.4 %

15.1 %

20.3 %

21.5 %

10.3 %

11.7 %

13.4 %

18.1 %

15.0 %

15.1 %

29.9 %

4.0 %

4.5 %

2.8 %

3.8 %

2.8 %

2.6 %

0% 10% 20% 30% 40%

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等包括支援

生活介護

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

療養介護

短期入所（ショートステイ）

共同生活援助（グループホーム）

施設入所支援

相談支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

医療型児童発達支援

福祉型児童入所支援

医療型児童入所支援

ｎ=581



第２章 調査の結果 

 

31 

≪居宅介護（ホームヘルプ）≫        ≪生活介護≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪自立訓練（機能訓練、生活訓練）≫     ≪相談支援≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 利用した
い

利用しな
い

無回答

581 118 205 258
100.0 20.3 35.3 44.4

416 85 133 198
100.0 20.4 32.0 47.6

92 25 33 34
100.0 27.2 35.9 37.0

51 4 27 20
100.0 7.8 52.9 39.2

22 4 12 6
100.0 18.2 54.5 27.3

全体

身体

知的

精神

難病

合計 利用した
い

利用しな
い

無回答

581 147 239 195
100.0 25.3 41.1 33.6

416 108 157 151
100.0 26.0 37.7 36.3

92 21 47 24
100.0 22.8 51.1 26.1

51 12 23 16
100.0 23.5 45.1 31.4

22 6 12 4
100.0 27.3 54.5 18.2

全体

身体

知的

精神

難病

合計 利用した
い

利用しな
い

無回答

581 125 201 255
100.0 21.5 34.6 43.9

416 80 137 199
100.0 19.2 32.9 47.8

92 29 33 30
100.0 31.5 35.9 32.6

51 11 20 20
100.0 21.6 39.2 39.2

22 5 11 6
100.0 22.7 50.0 27.3

全体

身体

知的

精神

難病

合計 利用した
い

利用しな
い

無回答

581 174 157 250
100.0 29.9 27.0 43.0

416 107 110 199
100.0 25.7 26.4 47.8

92 43 20 29
100.0 46.7 21.7 31.5

51 17 16 18
100.0 33.3 31.4 35.3

22 7 11 4
100.0 31.8 50.0 18.2

全体

身体

知的

精神

難病
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６ 相談相手について 

問30 あなたは普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

○全体では「家族や親せき」（68.8％）という回答が最も多く、「かかりつけの医師や看護師」

（33.2％）、「友人・知人」（25.3％）が続いています。 

障がい等種別では、すべての障がい・病気で「家族や親せき」が最も多く、また、次いで

多いのは、身体障がい者と精神障がい者では「かかりつけの医師や看護師」、知的障がい者

では「施設の指導員」、難病患者では「友人・知人」となっています。 

 

〈全体〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈障がい種別〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.8

25.3

7.2

4.3

13.1

11.0

2.4

33.2

10.7

5.2

1.0

2.2

6.4

2.1

2.8

2.2

9.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族や親せき

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

施設の指導員

ホームヘルパーなどサービス事業所の人

障がい者団体や家族会

かかりつけの医師や看護師

病院のケースワーカーや介護保険のケアマネジャー

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園

相談支援事業所などの民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

相談先がない

悩みなどを相談する習慣がない

その他

無回答

ｎ=581

合計 家族や親
せき

友人・知
人

近所の人 職場の上
司や同僚

施設の指
導員

ホームヘル

パーなど

サービス事

業所の人

障がい者
団体や家
族会

かかりつ
けの医師
や看護師

病院のケー

スワーカー

や介護保険

のケアマネ

ジャー

民生委
員・児童
委員

416 297 108 35 9 33 37 6 146 47 26
100.0 71.4 26.0 8.4 2.2 7.9 8.9 1.4 35.1 11.3 6.3

92 52 15 3 9 30 18 6 18 5 1
100.0 56.5 16.3 3.3 9.8 32.6 19.6 6.5 19.6 5.4 1.1

51 34 14 4 4 13 8 2 23 10 3
100.0 66.7 27.5 7.8 7.8 25.5 15.7 3.9 45.1 19.6 5.9

22 17 10 0 3 0 1 0 6 0 0
100.0 77.3 45.5 0.0 13.6 0.0 4.5 0.0 27.3 0.0 0.0

身体

知的

精神

難病

合計 通園施設
や保育
所、幼稚
園

相談支援事

業所などの

民間の相談

窓口

行政機関
の相談窓
口

相談先が
ない

悩みなど
を相談す
る習慣が
ない

その他 無回答

416 2 2 23 9 8 8 40
100.0 0.5 0.5 5.5 2.2 1.9 1.9 9.6

92 3 6 7 1 7 4 8
100.0 3.3 6.5 7.6 1.1 7.6 4.3 8.7

51 1 5 6 1 0 1 4
100.0 2.0 9.8 11.8 2.0 0.0 2.0 7.8

22 0 0 1 1 1 0 0
100.0 0.0 0.0 4.5 4.5 4.5 0.0 0.0

身体

知的

精神

難病
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問31 あなたは、障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ることが多い

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

○全体と身体障がい者では、「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」という回

答が最も多く、次いで「行政機関の広報誌」が多くなっています。 

知的、精神障がい者では、順に「サービス事業所の人や施設職員」、「かかりつけの医師や

看護師」が最も多く、次いで、順に「家族や親せき、友人・知人」、「本や新聞、雑誌の記

事、テレビやラジオのニュース」が多くなっています。 

難病患者では、「行政機関の広報誌」が最も多く、次いで「本や新聞、雑誌の記事、テレビ

やラジオのニュース」・「家族や親せき、友人・知人」・「かかりつけの医師や看護師」が多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 本や新聞、

雑誌の記

事、テレビ
やラジオの

ニュース

行政機関
の広報誌

インター
ネット

家族や親
せき、友
人・知人

サービス
事業所の
人や施設
職員

障がい者団

体や家族会

（団体の機
関誌など）

かかりつ
けの医師
や看護師

病院のケー

スワーカー

や介護保険
のケアマネ

ジャー

民生委
員・児童
委員

通園施設や

保育所、幼

稚園、学校
の先生

581 176 166 42 163 99 27 142 77 29 16
100.0 30.3 28.6 7.2 28.1 17.0 4.6 24.4 13.3 5.0 2.8
416 142 134 24 125 61 17 114 65 25 3

100.0 34.1 32.2 5.8 30.0 14.7 4.1 27.4 15.6 6.0 0.7
92 15 13 5 21 30 8 7 4 2 13

100.0 16.3 14.1 5.4 22.8 32.6 8.7 7.6 4.3 2.2 14.1
51 12 9 8 10 8 1 14 8 2 0

100.0 23.5 17.6 15.7 19.6 15.7 2.0 27.5 15.7 3.9 0.0
22 7 10 5 7 0 1 7 0 0 0

100.0 31.8 45.5 22.7 31.8 0.0 4.5 31.8 0.0 0.0 0.0

全体

身体

知的

精神

難病

合計 相談支援
事業所な
どの民間
の相談窓
口

行政機関
の相談窓
口

ほとんど
情報を得
られてい
ない

情報を得
る必要が
ない

その他 無回答

581 20 51 51 9 13 62
100.0 3.4 8.8 8.8 1.5 2.2 10.7
416 5 29 31 7 7 44

100.0 1.2 7.0 7.5 1.7 1.7 10.6
92 8 13 9 1 5 10

100.0 8.7 14.1 9.8 1.1 5.4 10.9
51 7 8 7 1 1 7

100.0 13.7 15.7 13.7 2.0 2.0 13.7
22 0 1 4 0 0 1

100.0 0.0 4.5 18.2 0.0 0.0 4.5

全体

身体

知的

精神

難病
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７ 権利擁護について 

問32 あなたは、障がいがあることで差別や嫌な思いをする（した）ことがありますか。（○は

１つだけ） 

○全体結果と身体障がい者、難病患者では、「ない」が最も多いですが、知的障がい者と精神

障がい者では「ある」が最も多く、ともに３割台の後半となっています。 

知的障がい者では、「ある」と「少しある」を合わせると約６割５分になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問33 【問32で、「１」または「２」と回答された方がお答えください。】 

どのような場所で差別や嫌な思いをしましたか。（あてはまるものすべてに○） 

○全体と身体障がい者、知的障がい者では「外出先」が最も多く、精神障がい者では「学校・

仕事場」と「仕事を探すとき」が最も多くなっています。 

また、難病患者では、「学校・仕事場」・「外出先」・「余暇を楽しむとき」の３つが最も多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある

20.7 

15.4 

37.0 

37.3 

13.6 

少しある

21.3 

20.4 

28.3 

21.6 

9.1 

ない

46.5 

53.6 

20.7 

29.4 

59.1 

無回答

11.5 

10.6 

14.1 

11.8 

18.2 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

34.0 

18.0 

47.1 

20.1 

23.4 

25.8 

7.0 

2.0 

27.5 

17.4 

47.7 

19.5 

23.5 

25.5 

6.7 

3.4 

48.3 

10.0 

55.0 

23.3 

25.0 

25.0 

3.3 

0.0 

36.7 

36.7 

30.0 

13.3 

23.3 

30.0 

13.3 

0.0 

40.0 

20.0 

40.0 

40.0 

0.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

学校・仕事場

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

その他

無回答

全体（ｎ＝244）

身体障がい者（ｎ＝149）

知的障がい者（ｎ＝ 60）

精神障がい者（ｎ＝ 30）

難病患者 （ｎ＝ 5）

（％）
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問34 平成28年４月の「障害者差別解消法」の施行と関連して、あなたが、障がいのある人へ

の配慮として良いと思ったこと、配慮があって助かったこと、改善されたと感じたこと

はありますか。あてはまる場面の番号を【 】内に記入し、  内に具体的な内容をご

記入ください。（○は３つまで） 

○全体と各障がい・病気のいずれでも、「特にない」、「無回答」が最も多くなっていますが、

それら以外では、全体と身体障がい者では「市役所などの行政機関で」が、知的障がい者

では「福祉サービスで」が、精神障がい者では「市役所などの行政機関で」と「公共交通、

公共施設などで」が、難病患者では「公共交通、公共施設などで」がそれぞれ最も多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     【「配慮」の具体的内容】 

                    ＜市役所などの行政機関＞ 

                     ・職員が親切で有難い。（身体） ・細かな事を教えて 

                      くれた。（身体） ・代筆してくれるようになった。移

動の手伝いをしてもらった。（身体） ・聴こえない私

にメモして下さって、私が分かるように、とても感謝し

ています。（身体） ・わかるように説明してくれます。

（知的） ・統合失調症ですと相談したら、すぐ手帳が 

県で認定されると、すぐに教えてくれた。（精神） 

＜公共交通、公共施設など＞ 

・公共の場に身障者用のトイレがある事。（身体） ・障害者用の駐車スペースの確保。（身体） 

・鉄道利用時、親切にしていただいたこと（わからなくてまごついていた時）。（身体） 

・東京で電車の席を何度も譲っていただいて有難く思った。（身体） ・駅員の対応親切、公共施設 

でも親切。（身体） ・電車、バス、ホテルなどのバリアフリー化。（身体） ・エレベーターなど 

移動時の支援が良くなった。（知的） ・踏切が無かった場所に警報ランプが設置された。（精神） 

＜福祉サービス＞ 

・タクシー券の利用や自動車税免除、医療費免除など。（身体） ・影森デイサービスで私の障害の 

内容や程度をスタッフ全員が的確に把握して対応してくれた。（身体） 

・福祉施設等の利用化。（身体） ・医療機関への急な受診同行サービス。（身体） 

・在宅時ヘルパーさんが良くしてくれました。（精神） 

  

合計 市役所な
どの行政
機関で

公共交
通、公共
施設など
で

職場で 学校、教
育の場面
で

病院・診
療所など
で

民間サービ

ス（飲食

店、習い事
など）で

福祉サー
ビスで

住む場所
や家を借
りる場面
で

情報、コ
ミュニ
ケーショ
ンで

近隣、地
域で

581 69 46 5 9 52 8 37 2 1 17
100.0 11.9 7.9 0.9 1.5 9.0 1.4 6.4 0.3 0.2 2.9
416 58 34 2 2 41 6 23 1 0 14

100.0 13.9 8.2 0.5 0.5 9.9 1.4 5.5 0.2 0.0 3.4
92 7 6 2 6 7 2 10 1 0 2

100.0 7.6 6.5 2.2 6.5 7.6 2.2 10.9 1.1 0.0 2.2
51 4 4 0 1 3 0 3 0 0 1

100.0 7.8 7.8 0.0 2.0 5.9 0.0 5.9 0.0 0.0 2.0
22 0 2 1 0 1 0 1 0 1 0

100.0 0.0 9.1 4.5 0.0 4.5 0.0 4.5 0.0 4.5 0.0

全体

身体

知的

精神

難病

合計 特にない その他 無回答

581 202 9 233
100.0 34.8 1.5 40.1
416 132 6 177

100.0 31.7 1.4 42.5
92 35 1 31

100.0 38.0 1.1 33.7
51 26 1 16

100.0 51.0 2.0 31.4
22 9 1 9

100.0 40.9 4.5 40.9

全体

身体

知的

精神

難病
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問35 あなたは、「成年後見制度」についてご存知でしたか。（○は１つだけ） 

※「成年後見制度」は、判断能力が不十分な成年者（認知症の高齢者、知的障がい者、精神

障がい者等）が不利益を被らないように家庭裁判所に申し立てをし、その方を援助してく

れる方（「後見人」）を付け、財産管理や福祉サービスの利用などを任せる制度です。 

 

○「成年後見制度」については、全体と身体障がい者では「名前も内容も知っていた」が、

知的、精神障がい者では「内容も名前も知らなかった」が、難病患者では「名前を聞いた

ことがあるが、内容は知らなかった」が、それぞれ最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問36 あなたは、万一自分自身では判断ができなくなった場合、「成年後見制度」を利用し財産

管理などを任せることについて、どう思いますか。（○は１つだけ） 

○全体と各障がい・病気のいずれでも、「わからない」が最も多くなっています。 

次いで多かった回答は、全体と身体障がい者・難病患者では「任せたくない」、知的障がい

者と精神障がい者では「任せてもよい」となっています。 

 

 

 

 

  

名前も内容も

知っていた

30.8 

33.2 

27.2 

15.7 

36.4 

名前を聞いたことがあ

るが、内容は知らな

かった
25.6 

26.2 

19.6 

25.5 

40.9 

内容も名前も

知らなかった

28.7 

24.5 

40.2 

49.0 

13.6 

無回答

14.8 

16.1 

13.0 

9.8 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

すでに利用

している

1.9 

1.0 

5.4 

3.9 

0.0 

任せても

よい

16.0 

12.5 

28.3 

23.5 

13.6 

6.9 

7.0 

7.6 

5.9 

4.5 

任せたくない

16.7 

19.0 

7.6 

13.7 

18.2 

わからない

43.9 

44.5 

39.1 

45.1 

50.0 

無回答

14.6 

16.1 

12.0 

7.8 

13.6 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

一部なら任せ

てもよい

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581
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８ 災害時の避難等について 

問37 あなたは、火事や地震等の災害時に一人で避難できますか。（○は１つだけ） 

○全体と身体、精神障がい者・難病患者では「できる」が最も多い回答ですが、知的障がい

者では「できない」が最も多く、半数近くを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問37で「できない」または「わからない」と答えた方が回答してください。 

問38 家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますか。（○

は１つだけ） 

○全体と身体、精神障がい者・難病患者では「わからない」が最も多いですが、知的障がい

者では「いない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

できる

39.1 

41.1 

17.4 

49.0 

68.2 

できない

33.7 

33.9 

48.9 

15.7 

9.1 

わからない

17.2 

15.4 

21.7 

25.5 

13.6 

無回答

10.0 

9.6 

12.0 

9.8 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581

いる

23.3 

24.9 

20.0 

19.0 

20.0 

いない

30.1 

29.3 

36.9 

19.0 

20.0 

わからない

40.9 

41.0 

32.3 

61.9 

60.0 

無回答

5.7 

4.9 

10.8 

0.0 

0.0 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ=  5

ｎ=205

ｎ= 21

ｎ= 65

ｎ=296
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問39 火事や地震等の災害時に困ることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

○全体と身体障がい者では「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」が、知的障が

い者では「安全な所まで迅速に避難することができない」が、精神障がい者と難病患者で

は「投薬や治療が受けられない」がそれぞれ最も多くなっており、各障がい、病気の特徴

が現れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問40 秩父市では、地域の自主組織などに住所や氏名、身体の状況などの個人情報を登録し災

害時に避難誘導や情報伝達を受ける制度（「避難行動要支援者支援制度」）を実施してい

ますが、あなたは利用していますか。（○は１つだけ） 

○全体結果、各障がい・病気共に「利用していない」が「利用している」を大きく上回って

いますが、知的障がい者では「利用している」が比較的多く１割台半ばを占めており、特

徴的になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 投薬や治
療が受け
られない

補装具の
使用が困
難になる

補装具や日
常生活用具

の入手がで
きなくなる

救助を求
めること
ができな
い

安全な所ま
で迅速に避

難すること
ができない

被害状況、
避難場所な

どの情報が
入手できな
い

周囲とコ
ミュニケー

ションがと
れない

避難場所の
設備（トイ

レ等）や生
活環境が
不安

特にない その他 無回答

581 269 58 87 116 247 123 96 275 53 21 82
100.0 46.3 10.0 15.0 20.0 42.5 21.2 16.5 47.3 9.1 3.6 14.1
416 193 48 72 71 180 77 49 205 41 17 60

100.0 46.4 11.5 17.3 17.1 43.3 18.5 11.8 49.3 9.9 4.1 14.4
92 30 8 9 38 52 35 38 40 6 1 15

100.0 32.6 8.7 9.8 41.3 56.5 38.0 41.3 43.5 6.5 1.1 16.3
51 30 1 6 5 10 6 9 20 4 3 6

100.0 58.8 2.0 11.8 9.8 19.6 11.8 17.6 39.2 7.8 5.9 11.8
22 16 1 0 2 5 5 0 10 2 0 1

100.0 72.7 4.5 0.0 9.1 22.7 22.7 0.0 45.5 9.1 0.0 4.5

全体

身体

知的

精神

難病

利用している

8.4 

8.4 

14.1 

2.0 

0.0 

利用していない

80.4 

80.5 

73.9 

86.3 

90.9 

無回答

11.2 

11.1 

12.0 

11.8 

9.1 

全体

身体

知的

精神

難病

単位：％

ｎ= 22

ｎ=416

ｎ= 51

ｎ= 92

ｎ=581
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問41 〔問40で「利用していない」と答えた方〕 

あなたが現在、「避難行動要支援者支援制度」を利用していない理由は何ですか。（あて

はまるものすべてに○） 

○全体では、「制度があることを知らなかった」（48.1％）という回答が最も多く、次いで「家

族と同居しているので利用する必要がない」（44.0％）が多くなっています。 

障がい種別でみると、身体、精神障がい者と難病患者では「制度があることを知らなかっ

た」が最も多く、知的障がい者では「家族と同居しているので利用する必要がない」が最

も多くなっています。 

 

〈全体〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈障がい種別〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.0

9.0

6.7

6.3

48.1

1.6

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族と同居しているので利用する必要がない

施設や病院に入所・入院中である

個人情報を教えたくない

利用することで周りの人に迷惑をかけたくない

制度があることを知らなかった

その他

無回答

ｎ=491

44.0 

9.0 

6.7 

6.3 

48.1 

1.6 

6.1 

48.7 

7.8 

6.6 

6.9 

49.9 

1.8 

1.5 

32.6 

15.2 

3.3 

2.2 

31.5 

1.1 

27.2 

29.5 

9.1 

13.6 

13.6 

65.9 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

10.0 

0.0 

55.0 

5.0 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

家族と同居しているので利用する必要がない

施設や病院に入所・入院中である

個人情報を教えたくない

利用することで周りの人に迷惑をかけたくない

制度があることを知らなかった

その他

無回答

全体（ｎ＝491）

身体障がい者（ｎ＝335）

知的障がい者（ｎ＝ 68）

精神障がい者（ｎ＝ 44）

難病患者 （ｎ＝ 20）

（％）
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◎最後に、障害福祉サービスや行政の取り組みについて何かご意見がありましたら、ご自由

にご記入ください。 

 

○〔別紙ご参照〕 
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ご 協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 

 

 

皆
み な

さまには、日頃
ひごろ

より市
し

行政
ぎょうせい

にご協 力
きょうりょく

いただき、誠
まこと

にありがとうございます。 

秩父市
ち ち ぶ し

では、平
へい

成
せい

27年
ねん

３月
がつ

に「第
だい

四
よん

期
き

秩
ちち

父
ぶ

市
し

障
しょう

がい者
しゃ

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」及
およ

び「秩
ちち

父
ぶ

市
し

障
しょう

がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」を策
さく

定
てい

し、各
かく

種
しゅ

施
し

策
さく

や事
じ

業
ぎょう

を 行
おこな

ってきましたが、平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

末
まつ

で 両
りょう

計
けい

画
かく

が計
けい

画
かく

期
き

間
かん

満
まん

了
りょう

となります。平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

からの 両
りょう

計
けい

画
かく

と、新
あたら

しく「 障
しょう

がい児
じ

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」を

策
さく

定
てい

するにあたり、その基礎
き そ

資料
し り ょ う

として、障
しょう

がいのある人
ひ と

（子
こ

どもを含
ふ く

む）の生活
せ い か つ

実態
じ っ た い

や

ご意見
い け ん

、ご要望
よ う ぼ う

をお聞
き

きするアンケート調査
ち ょ う さ

を実施
じ っ し

することになりました。 

今回
こ ん か い

の調査
ち ょ う さ

は、身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

、療育
りょういく

手帳
て ち ょ う

、精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

をお持
も

ちの方
かた

及
およ

び

難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

の方
かた

の中
なか

から無作為
む さ く い

抽 出
ちゅうしゅつ

により選
えら

ばれた方
かた

に、ご協 力
きょうりょく

をお願
ね が

いしています。 

お忙
いそが

しいとは存
ぞ ん

じますが、調査
ち ょ う さ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき、ぜひご協 力
きょうりょく

いただきますよ

う、よろしくお願
ね が

いいたします。 

なお、この調査
ち ょ う さ

は無記名
む き め い

で実施
じ っ し

し、お答
こ た

えいただいた内容
な い よ う

は統計的
と う け い て き

に処理
し ょ り

しますので、

個人
こ じ ん

の情報
じょうほう

が特定
と く て い

されることは一
い っ

切
さ い

ありません。思
お も

ったままを安心
あ ん し ん

してご記入
き に ゅ う

ください。 

また、年内
ねんない

にはパブリックコメントを 行
おこな

い、市民
し み ん

の皆
みな

さんから計画
けいかく

に対
たい

する意見
い け ん

を募
ぼ

 

集
しゅう

する予定
よ て い

です。 

平成
へいせい

29年
ねん

６月
がつ

 

秩父
ち ち ぶ

市長
しちょう

 久喜
く き

 邦
くに

康
やす

 
 

平成
へいせい

２９年
ねん

６月
がつ

２７日
にち

（火
か

）までに 同
どう

封
ふう

の返
へん

信
しん

用
よう

封
ふう

筒
とう

に入
い

れて 

                    ポストに投函
とうかん

してください。 

● ● ● ● ● ● ≪記入 上
きにゅうじょう

のお願
ねが

い≫ ● ● ● ● ● ● 

○ 質問
しつもん

によっては、一部
い ち ぶ

の方
かた

のみに回答
かいとう

していただくものもあります。 

○ 回答
かいとう

は、あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。 

○ 回答
かいとう

が「その他
た

」で後
あと

に（ ）がある時
とき

は、（ ）内
ない

にその内容
ないよう

を書
か

いてください。 

○ 回答
かいとう

したくない質問
しつもん

には答
こた

えずに、次
つぎ

の質問
しつもん

に進
すす

んでください。 

○ この調査 票
ちょうさひょう

には、名前
な ま え

などを書
か

かないでください。 

 

この調査
ちょうさ

の結果
け っ か

については、今年
こ と し

の秋
あき

を目途
め ど

に、秩父市
ち ち ぶ し

ホームページに掲載
けいさい

する予定
よ て い

です。 

問合
といあわ

せ先
さき

（土曜
ど よ う

・日曜
にちよう

を除
のぞ

く、午前
ご ぜ ん

８時
じ

30分
ぷん

から午
ご

後
ご

５時
じ

15分
ぶん

まで） 

秩父
ち ち ぶ

市
し

役所
やくしょ

 福祉部
ふ く し ぶ

 障
しょう

がい者
しゃ

福
ふく

祉
し

課
か

 

電話
で ん わ

：０４９４（２７）７３３１ ファックス：０４９４（２７）７３３６ 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケート調査
ちょうさ
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問
とい

１ お答
こた

えいただくのは、どなたですか。（○は１つだけ） 

１ 本人
ほんにん

（この調査 票
ちょうさひょう

が郵送
ゆうそう

された宛名
あ て な

の方
かた

） 

２ 本人
ほんにん

の家族
か ぞ く

 

３ 家族
か ぞ く

以外
い が い

の介助者
かいじょしゃ

・支援者
し え ん し ゃ

 

 ※これ以降
い こ う

、この調査 票
ちょうさひょう

が郵送
ゆうそう

された宛名
あ て な

の方
かた

を「あなた」とお呼
よ

びしますので、ご本人
ほんにん

（この調査 票
ちょうさひょう

の対象 者
たいしょうしゃ

： 障
しょう

がいのある方
かた

）の 状 況
じょうきょう

などについて、お答
こた

えください。 

 

 

あなた（宛名
あ て な

の方
かた

）の性別
せいべつ

・年齢
ねんれい

・ご家族
か ぞ く

などについて 
 

問
とい

２ あなたの年齢
ねんれい

をお答
こた

えください。（平成
へいせい

 29 年
ねん

６月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

） 

満
まん

（      ）歳
さい

 

 

問
とい

３ あなたの性別
せいべつ

をお答
こた

えください。（○は１つだけ） 

１ 男性
だんせい

 ２ 女性
じょせい

 
 
 

問
とい

４ 現在
げんざい

、あなたが一緒
いっしょ

に暮
く

らしている人
ひと

は、どなたですか。（あてはまるものすべて

に○） 

１ 父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄 弟
きょうだい

 

２ 配偶者
はいぐうしゃ

（ 夫
おっと

または妻
つま

） 

３ 子
こ

ども 

４ その他
た

 

５ いない（一
ひと

人
り

で暮
く

らしている） 

 

※グループホーム、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

を利用
り よ う

されている方
かた

は、「５」と回答
かいとう

してください。 
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問
とい

５ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

で、次
つぎ

のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれにお答
こた

え

ください。（①から⑩それぞれに○を１つずつ） 

項
こう

 目
もく

 
ひとりで 

できる 

一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が 

必要
ひつよう

 

全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が 

必要
ひつよう

 

① 食事
しょくじ

 １ ２ ３ 

② トイレ １ ２ ３ 

③ 入 浴
にゅうよく

 １ ２ ３ 

④ 衣服
い ふ く

の着 脱
ちゃくだつ

 １ ２ ３ 

⑤ 身
み

だしなみ １ ２ ３ 

⑥ 家
いえ

の中
なか

の移動
い ど う

 １ ２ ３ 

⑦ 外 出
がいしゅつ

 １ ２ ３ 

⑧ 家族
か ぞ く

以外
い が い

の人
ひと

との意思
い し

疎通
そ つ う

 １ ２ ３ 

⑨ お金
かね

の管
かん

理
り

 １ ２ ３ 

⑩ 薬
くすり

の管理
か ん り

 １ ２ ３ 
 
 

（問
とい

５で、１つでも「一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」または「全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」と答
こた

えた方
かた

へ） 

問
とい

６ あなたを介助
かいじょ

してくれる方
かた

は主
おも

に誰
だれ

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄 弟
きょうだい

 

２ 配偶者
はいぐうしゃ

（ 夫
おっと

または妻
つま

） 

３ 子
こ

ども 

４ ホームヘルパーや施設
し せ つ

の職 員
しょくいん

 

５ その他
た

の人
ひと

（ボランティア等
とう

） 

 
 
 

問
とい

７ （問
とい

６で「１」～「３」を答
こた

えた方
かた

へ）あなたを介助
かいじょ

してくれる家族
か ぞ く

で、特
とく

に中心
ちゅうしん

となっている方
かた

の年齢
ねんれい

、性別
せいべつ

、健康
けんこう

状態
じょうたい

をお答
こた

えください。 

① 年齢
ねんれい

（平成
へいせい

 29 年
ねん

６月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

満
まん

（      ）歳
さい

 

② 性別
せいべつ

（○は１つだけ） 

１ 男性
だんせい

 ２ 女性
じょせい

 

③ 健康
けんこう

状 態
じょうたい

（○は１つだけ） 

１ よい ２ ふつう ３ よくない 
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あなたの 障
しょう

がいの 状 況
じょうきょう

について 
 

問
とい

８ あなたは身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

１ １ 級
きゅう

 

２ ２ 級
きゅう

 

３ 3 級
きゅう

 

４ 4 級
きゅう

 

５ 5 級
きゅう

 

６ 6 級
きゅう

 

７ 持
も

っていない 

 
 

問
とい

９ （問
とい

８で「１」～「６」を答
こた

えた方
かた

へ）お持
も

ちの身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の、主
しゅ

たる障
しょう

害
がい

をお答
こた

えください。（○は１つだけ） 

１ 視覚
し か く

障害
しょうがい

 

２ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

 

３ 音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能
き の う

障害
しょうがい

 

４ 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（上肢
じょうし

） 

５ 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（下肢
か し

） 

６ 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（体
たい

幹
かん

） 

７ 内部
な い ぶ

障害
しょうがい

（「１」～「６」以外
い が い

） 

 

問
とい

10 あなたは療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

１ A判定
はんてい

 ２ B判定
はんてい

 ３ C判定
はんてい

 ４ 持
も

っていない 

 

問
とい

11 あなたは精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

１ １ 級
きゅう

 ２ ２ 級
きゅう

 ３ 3 級
きゅう

 ４ 持
も

っていない 

 

問
とい

12 あなたは指定
し て い

難病
なんびょう

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は１つだけ）       

※「指定
し て い

難病
なんびょう

」とは、関節
かんせつ

リウマチやギラン・バレー症候群
しょうこうぐん

などの、治療法
ちりょうほう

が確立
かくりつ

していない疾病
しっぺい

やその他
た

の特殊
とくしゅ

な疾
しっ

病
ぺい

をいいます。 

１ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 
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問
とい

13 あなたは、発達
はったつ

障
しょう

がいとして診断
しんだん

されたことはありますか。（○は１つだけ）    

※発達
はったつ

障
しょう

がいとは、自
じ

閉
へい

症
しょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

その他
た

の広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障
しょう

がい、 

学
がく

習
しゅう

障
しょう

がい、注
ちゅう

意
い

欠
けっ

陥
かん

多
た

動
どう

性
せい

障
しょう

がいなどをいいます。 

１ ある ２ ない 

 

問
とい

14 あなたは、高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障
しょう

がいとして診断
しんだん

されたことはありますか。（○は１つだ

け） 

※高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障
しょう

がいとは、一般
いっぱん

に、外傷性
がいしょうせい

脳
のう

損傷
そんしょう

、脳
のう

血管
けっかん

障害
しょうがい

等
とう

により脳
のう

に損傷
そんしょう

を受
う

け、その後遺症
こういしょう

等
など

として生
しょう

じた記憶
き お く

障
しょう

がい、注意
ちゅうい

障
しょう

がい、社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障
しょう

が

いなどの認知
に ん ち

障
しょう

がい等
とう

を指
さ

すものとされており、具体的
ぐ た い て き

には「会話
か い わ

がうまくかみ

合
あ

わない」等
とう

の症 状
しょうじょう

があります。 

１ ある ２ ない 

 

問
とい

15 あなたが現在
げんざい

受
う

けている医療
いりょう

ケアをご回答
かいとう

ください。            

（あてはまるものすべてに○） 

１ 気管
き か ん

切開
せっかい

 

２ 人工
じんこう

呼吸器
こ き ゅ う き

（レスピレーター） 

３ 吸 入
きゅうにゅう

 

４ 吸 引
きゅういん

 

５ 胃
い

ろう・ 腸
ちょう

ろう 

６ 鼻腔
び こ う

経管
けいかん

栄養
えいよう

 

７ 中 心
ちゅうしん

静 脈
じょうみゃく

栄養
えいよう

（IHV） 

８ 透析
とうせき

 

９ カテーテル留置
りゅうち

 

10 ストマ（人工
じんこう

肛門
こうもん

・人口
じんこう

膀胱
ぼうこう

） 

11 服薬
ふくやく

管理
か ん り

 

12 その他
た

（           ） 
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住
す

まいや暮
く

らしについて 

 

問
とい

16 あなたは現在
げんざい

、どのように暮
く

らしていますか。（○は１つだけ） 

１ 一人
ひ と り

で暮
く

らしている 

２ 家族
か ぞ く

と暮
く

らしている 

３ グループホームで暮
く

らしている 

４ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

（障害 者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

、高齢者
こうれいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

）で暮
く

らしている 

５ 病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

している 

６ その他
た

（                                ） 
 

【問
とい

17 と問
とい

18 は、問
とい

16 で「４」または「５」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

にお答
こた

えください。】 

問
とい

17 あなたは将来
しょうらい

、地域
ち い き

で生活
せいかつ

したいと思
おも

いますか。（○は１つだけ） 

 

１ 今
いま

のまま地域
ち い き

で生活
せいかつ

したい 

２ グループホームなどを利用
り よ う

して地域
ち い き

で生活
せいかつ

したい 

３ 家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に地域
ち い き

で生活
せいかつ

したい 

４ 地域
ち い き

の一般
いっぱん

の住 宅
じゅうたく

でひとり暮
ぐ

らしをしたい 

５ 特
とく

に地域
ち い き

で生活
せいかつ

したいと思
おも

わない 

６ その他
た

（                                ） 

 
 

問
とい

18 地域
ち い き

で生活
せいかつ

するためには、どのような支援
し え ん

があればよいと思
おも

いますか。    

（あてはまるものすべてに○） 

１ 在宅
ざいたく

で医療
いりょう

ケアなどが適切
てきせつ

に得
え

られること 

２ 障
しょう

がいに適
てき

した住 居
じゅうきょ

の確保
か く ほ

 

３ 必要
ひつよう

な在宅
ざいたく

サービスが適切
てきせつ

に利用
り よ う

できること 

４ 生活
せいかつ

訓練
くんれん

等
とう

の充 実
じゅうじつ

 

５ 経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

 

６ 相談
そうだん

対応
たいおう

等
とう

の充 実
じゅうじつ

 

７ 地域
ち い き

住 民
じゅうみん

等
とう

の理解
り か い

 

８ その他
た

（                                ） 
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日中
にっちゅう

活動
かつどう

や就労
しゅうろう

について 

 

問
とい

19 あなたは、１週間
しゅうかん

にどの程度
て い ど

外出
がいしゅつ

しますか。（○は１つだけ） 

１ 毎日
まいにち

外 出
がいしゅつ

する 

２ 1週 間
しゅうかん

に数回
すうかい

外 出
がいしゅつ

する 

３ めったに外 出
がいしゅつ

しない 

４ まったく外 出
がいしゅつ

しない 

 

【問
とい

20～問
とい

22 は、問
とい

19 で「４」以外
い が い

を選択
せんたく

した場合
ば あ い

にお答
こた

えください。】 

問
とい

20 あなたが外出
がいしゅつ

する際
さい

の主
おも

な同伴者
どうはんしゃ

は誰
だれ

ですか。（○は１つだけ） 

１ 父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄 弟
きょうだい

 

２ 配偶者
はいぐうしゃ

（ 夫
おっと

または妻
つま

） 

３ 子
こ

ども（単
たん

身
しん

で家
か

族
ぞく

は持
も

っていない） 

４ ホームヘルパーや施設
し せ つ

の職 員
しょくいん

 

５ その他
た

の人
ひと

 

６ ひとりで外 出
がいしゅつ

する 
 

問
とい

21 あなたは、どのような目的
もくてき

で外
がい

出
しゅつ

することが多
おお

いですか。          

（あてはまるものすべてに○） 

１ 通勤
つうきん

・通学
つうがく

・通所
つうしょ

 

２ 訓練
くんれん

やリハビリに行
い

く 

３ 医療
いりょう

機関
き か ん

の受診
じゅしん

 

４ 買
か

い物
もの

に行
い

く 

５ 友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

に会
あ

う 

６ 趣味
し ゅ み

やスポーツをする 

７ グループ活動
かつどう

に参加
さ ん か

する 

８ 散歩
さ ん ぽ

に行
い

く 

９ その他
た

（             ） 

 

問
とい

22 外出
がいしゅつ

する時
とき

に困
こま

ることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 公 共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

が少
すく

ない・ない 

２ 列
れっ

車
しゃ

やバスの乗
の

り降
お

りが困
こん

難
なん

 

３ 道路
ど う ろ

や駅
えき

に階段
かいだん

や段差
だ ん さ

が多
おお

い 

４ 切符
き っ ぷ

の買
か

い方
かた

や乗
の

り換
か

えの方法
ほうほう

がわかりにくい 

５ 外出 先
がいしゅつさき

の建物
たてもの

の設備
せ つ び

が不便
ふ べ ん

（通路
つ う ろ

、トイレ、エレベーターなど） 

６ 介助者
かいじょしゃ

・支
し

援者
えんしゃ

が確保
か く ほ

できない 

７ 外 出
がいしゅつ

にお金
かね

がかかる 

８ 周囲
しゅうい

の目
め

が気
き

になる 

９ 発作
ほ っ さ

など突然
とつぜん

の身体
か ら だ

の変化
へ ん か

が心配
しんぱい

 

10 困
こま

った時
とき

にどうすればいいのか心配
しんぱい

 

11 その他
た

（                               ） 
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問
とい

23 あなたは、平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

を主
おも

にどのように過
す

ごしていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問
とい

23で、「１」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

にお答
こた

えください。】 

問
とい

24 どのような勤務
き ん む

形態
けいたい

で働
はたら

いていますか。（○は１つだけ） 

１ 正職 員
せいしょくいん

で他
た

の職 員
しょくいん

と勤務
き ん む

条 件
じょうけん

等
とう

に違
ちが

いはない 

２ 正職 員
せいしょくいん

で短時間
た ん じ か ん

勤務
き ん む

などの 障
しょう

がい者
しゃ

配慮
はいりょ

がある 

３ パート・アルバイト等
とう

の非常勤
ひじょうきん

職 員
しょくいん

、派遣
は け ん

職 員
しょくいん

 

４ 自営業
じえいぎょう

、農林
のうりん

水産 業
すいさんぎょう

など 

５ その他
た

（                               ） 
 

【問
とい

23 で、「１」以外
い が い

を選択
せんたく

した 18～64歳
さい

の方
かた

がお答
こた

えください。】 

問
とい

25 あなたは、今
こん

後
ご

収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたいと思
おも

いますか。（○は１つだけ） 

１ 仕事
し ご と

をしたい 

２ 仕事
し ご と

をしたくない、またはできない 

 

問
とい

26 収 入
しゅうにゅう

を得
え

るために、職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

などを受
う

けたいと思
おも

いますか。（○は１つだけ） 

１ すでに 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を受
う

けている 

２ 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を受
う

けたい 

３ 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を受
う

けたくない、受
う

ける必要
ひつよう

はない 

１ 会
かい

社
しゃ

勤
づと

めや自営業
じえいぎょう

、家業
かぎょう

などで 収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしている 

２ ボランティアなど、 収 入
しゅうにゅう

を得
え

ない仕事
し ご と

をしている 

３ 専 業
せんぎょう

主婦
し ゅ ふ

（主夫
し ゅ ふ

）をしている 

４ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

、作業所
さぎょうじょ

等
とう

に通
かよ

っている 

５ 病 院
びょういん

などのデイケアに通
かよ

っている 

６ リハビリテーションを受
う

けている 

７ 自宅
じ た く

で過
す

ごしている 

８ 入 所
にゅうしょ

している施設
し せ つ

や病 院
びょういん

等
とう

で過
す

ごしている 

９ 大学
だいがく

、専門
せんもん

学校
がっこう

、 職 業
しょくぎょう

訓練校
くんれんこう

などに通
かよ

っている 

10 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（ 小
しょう

、 中
ちゅう

、高
こう

等部
と う ぶ

）に通
かよ

っている 

11 一般
いっぱん

の高校
こうこう

、小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

に通
かよ

っている 

12 幼稚園
よ う ち え ん

、保育所
ほ い く じ ょ

、「星
ほし

の子
こ

教 室
きょうしつ

」などに通
かよ

っている 

13 その他
た

（                              ） 
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問
とい

27 あなたは、障
しょう

がいのある人
ひと

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

としてどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 通勤
つうきん

手段
しゅだん

の確保
か く ほ

 

２ 勤務
き ん む

場所
ば し ょ

におけるバリアフリー等
とう

の配慮
はいりょ

 

３ 短時間
た ん じ か ん

勤務
き ん む

や勤務
き ん む

日数
にっすう

等
とう

の配慮
はいりょ

 

４ 在宅
ざいたく

勤務
き ん む

の拡 充
かくじゅう

 

５ 職場
しょくば

の 障
しょう

がい者
しゃ

理解
り か い

 

６ 職場
しょくば

の上司
じょうし

や同 僚
どうりょう

に 障
しょう

がいへの理解
り か い

があること 

７ 職場
しょくば

で介助
かいじょ

や援助
えんじょ

等
とう

が受
う

けられること 

８ 就労後
しゅうろうご

のフォローなど、職場
しょくば

と支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

 

９ 企
き

業
ぎょう

ニーズに合
あ

った 就
しゅう

労
ろう

訓
くん

練
れん

 

10 仕事
し ご と

についての職場外
しょくばがい

での相談
そうだん

対応
たいおう

、支援
し え ん

 

11 その他
た

（                               ） 

 

 

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス等
とう

の利
り

用
よう

について 

問
とい

28 あなたは、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は１つだけ） 

１ 区分
く ぶ ん

１ 

２ 区分
く ぶ ん

２ 

３ 区分
く ぶ ん

３ 

４ 区分
く ぶ ん

４ 

５ 区分
く ぶ ん

５ 

６ 区分
く ぶ ん

６ 

７ 受
う

けていない 

 

 

問
とい

29 あなたは次
つぎ

のサービスを利用
り よ う

していますか。また、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したいと考
かんが

えますか。

（①～⑳のそれぞれについて、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているか」と「今後
こ ん ご

利用
り よ う

したいか」の両方
りょうほう

 

に回答
かいとう

〔番号
ばんごう

に○印
じるし

〕してください。） 

 
現在
げんざい

利用
り よ う

 

しているか 

今後
こ ん ご

利用
り よ う

 

したいか 

 

利
用

り

よ

う

し
て
い
る 

利
用

り

よ

う

し
て
い
な
い 

利
用

り

よ

う

し
た
い 

利
用

り

よ

う

し
な
い 

①居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ） 

 自
じ

宅
たく

で 入
にゅう

浴
よく

や排
はい

せつ、食
しょく

事
じ

などの介
かい

助
じょ

を 行
おこな

う

サービスです。 

１ ２ １ ２ 
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現在
げんざい

利用
り よ う

 

しているか 

今後
こ ん ご

利用
り よ う

 

したいか 

利
用

り

よ

う

し
て
い
る 

利
用

り

よ

う

し
て
い
な
い 

利
用

り

よ

う

し
た
い 

利
用

り

よ

う

し
な
い 

②重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

 重度
じゅうど

の 障
しょう

がいがあり常
つね

に介
かい

護
ご

が必要
ひつよう

な方
かた

に、

自宅
じ た く

で入 浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの介助
かいじょ

や外 出
がいしゅつ

時
じ

の移動
い ど う

の補助
ほ じ ょ

を 行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

③同行
どうこう

援護
え ん ご

 

 視覚
し か く

障 害
しょうがい

により移動
い ど う

が 著
いちじるし

しく困難
こんなん

な方
かた

に、

外 出
がいしゅつ

に必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

や移動
い ど う

の援護
え ん ご

を 行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

④行動
こうどう

援護
え ん ご

 

 知的
ち て き

障 害
しょうがい

や精神
せいしん

障 害
しょうがい

により行動
こうどう

が困難
こんなん

で常
つね

に

介
かい

護
ご

が必要
ひつよう

な方
かた

に、行動
こうどう

するとき必要
ひつよう

な介助
かいじょ

や

外 出
がいしゅつ

時
じ

の移動
い ど う

の補助
ほ じ ょ

などを 行
おこな

うサービスで

す。 

１ ２ １ ２ 

⑤重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

 常
つね

に介
かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

な方
かた

で、介
かい

護
ご

の必
ひつ

要
よう

の程
てい

度
ど

が

著
いちじる

しく高
たか

い方
かた

に、居宅
きょたく

介護
か い ご

などのサービスを

包括的
ほうかつてき

に提 供
ていきょう

するサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑥生活
せいかつ

介護
か い ご

 

 常
つね

に介
かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

な方
かた

に、施設
し せ つ

で入 浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、

食事
しょくじ

の介護
か い ご

や創作的
そうさくてき

活動
かつどう

などの機会
き か い

を 提 供
ていきょう

す

るサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑦自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

、生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

 自立
じ り つ

した 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

ができるよう、

一定
いってい

の期間
き か ん

、身体
しんたい

機能
き の う

や生活
せいかつ

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

のた

めに必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を 行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 
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⑧就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 

 通 常
つうじょう

の事業所
じぎょうしょ

で 働
はたら

きたい方
かた

に、一定
いってい

の期間
き か ん

、

就 労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知
ち

識
しき

及
およ

び能
のう

力
りょく

向
こう

上
じょう

のための

必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を 行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑨就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ａ
えー

型
がた

、Ｂ
びー

型
がた

） 

 通 常
つうじょう

の事業所
じぎょうしょ

で 働
はたら

くことが困難
こんなん

な方
かた

に、就 労
しゅうろう

の機会
き か い

の 提 供
ていきょう

や生
せい

産
さん

活
かつ

動
どう

その他
た

の活動
かつどう

の機会
き か い

の 提 供
ていきょう

、知識
ち し き

や 能 力
のうりょく

の 向 上
こうじょう

のための訓
くん

練
れん

を

行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑩療養
りょうよう

介護
か い ご

 

 医療
いりょう

が必要
ひつよう

な方
かた

で、常
つね

に介
かい

護
ご

を必要
ひつよう

とする方
かた

に、主
おも

に昼間
ひ る ま

に 病 院
びょういん

等
とう

において機能
き の う

訓練
くんれん

、

療 養 上
りょうようじょう

の管理
か ん り

、看護
か ん ご

などを提 供
ていきょう

するサービス

です 

１ ２ １ ２ 

⑪短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） 

 在宅
ざいたく

の 障
しょう

がい者
しゃ

（児
じ

）を介護
か い ご

する方
かた

が病気
びょうき

の

場合
ば あ い

などに、障
しょう

がい者
しゃ

が施設
し せ つ

に短期間
た ん き か ん

入 所
にゅうしょ

し、

入
にゅう

浴
よく

、排
はい

せつ、 食
しょく

事
じ

の介
かい

護
ご

等
など

を受
う

けるサービ

スです。 

１ ２ １ ２ 

⑫共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム） 

夜
や

間
かん

や 休
きゅう

日
じつ

、共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

を 行
おこな

う 住
じゅう

居
きょ

で、相談
そうだん

や

日 常
にちじょう

生活 上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

を 行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑬施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

 主
しゅ

として夜間
や か ん

、施設
し せ つ

に入 所
にゅうしょ

する 障
しょう

がい者
しゃ

（児
じ

）

に、入
にゅう

浴
よく

、排
はい

せつ、食
しょく

事
じ

の介
かい

護
ご

を 行
おこな

うサービ

スです。 

１ ２ １ ２ 

⑭相談
そうだん

支援
し え ん

 

 福祉
ふ く し

に関
かん

する問
もん

題
だい

について介護者
か い ご し ゃ

からの相談
そうだん

に応
おう

じて、必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

や助言
じょげん

などを 行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 
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現在
げんざい

利用
り よ う

 

しているか 

今後
こ ん ご

利用
り よ う

 

したいか 

利
用

り

よ

う

し
て
い
る 

利
用

り

よ

う

し
て
い
な
い 

利
用

り

よ

う

し
た
い 

利
用

り

よ

う

し
な
い 

⑮児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
き ほ ん て き

な動作
ど う さ

の指導
し ど う

、知識
ち し き

技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

、集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

などの支援
し え ん

を 行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑯放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス 

 学校
がっこう

の授 業
じゅぎょう

終了 後
しゅうりょうご

や休 校
きゅうこう

日
び

に、「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センター」等
とう

の施設
し せ つ

に通
かよ

い、生活
せいかつ

能 力
のうりょく

向 上
こうじょう

のた

めに必要
ひつよう

な訓練
くんれん

や社
しゃ

会
かい

との交
こう

流
りゅう

の促
そく

進
しん

などを

行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑰保育所
ほいくじょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

 保育所
ほ い く じ ょ

等
とう

を訪問
ほうもん

し、障
しょう

がい児
じ

に対
たい

し、障
しょう

がい児
じ

以外
い が い

の児童
じ ど う

との 集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

のための専
せん

門的
もんてき

な支援
し え ん

などを 行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑱医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
き ほ ん て き

な動作
ど う さ

の指導
し ど う

、知識
ち し き

技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

、集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

などの支援
し え ん

と治療
ちりょう

を 行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑲福祉型
ふくしがた

児童
じ ど う

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

 障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

に入 所
にゅうしょ

する 障
しょう

がい児
じ

に対
たい

し、

保護
ほ ご

・日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
し ど う

や知識
ち し き

技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

を 行
おこな

う

サービスです。 

１ ２ １ ２ 

⑳医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

 障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

や指定
し て い

医療
いりょう

機関
き か ん

に 入 所
にゅうしょ

等
とう

をす

る 障
しょう

がい児
じ

に対
たい

し、保護
ほ ご

・ 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
し ど う

や

知識
ち し き

技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

や治療
ちりょう

を 行
おこな

うサービスです。 

１ ２ １ ２ 
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相談
そうだん

相手
あ い て

について 
 

問
とい

30 あなたは普段
ふ だ ん

、悩
なや

みや困
こま

ったことをどなたに相談
そうだん

しますか。         

（あてはまるものすべてに○） 

１ 家族
か ぞ く

や親
しん

せき 

２ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

３ 近所
きんじょ

の人
ひと

 

４ 職場
しょくば

の上司
じょうし

や同 僚
どうりょう

 

５ 施設
し せ つ

の指導員
し ど う い ん

 

６ ホームヘルパーなどサービス事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

 

７ 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

や家族会
か ぞ く か い

 

８ かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

９ 病 院
びょういん

のケースワーカーや介護
か い ご

保険
ほ け ん

のケアマネジャー 

10 民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 

11 通園
つうえん

施設
し せ つ

や保育所
ほ い く じ ょ

、幼稚園
よ う ち え ん

 

12 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

などの民間
みんかん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

13 行 政
ぎょうせい

機関
き か ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

14 相談先
そうだんさき

がない 

15 悩
なや

みなどを相談
そうだん

する習 慣
しゅうかん

がない 

16 その他
た

（                              ） 
 
 

問
とい

31 あなたは、障
しょう

がいのことや福祉
ふ く し

サービスなどに関
かん

する情報
じょうほう

を、どこから知
し

るこ

とが多
おお

いですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 本
ほん

や新聞
しんぶん

、雑誌
ざ っ し

の記事
き じ

、テレビやラジオのニュース 

２ 行 政
ぎょうせい

機関
き か ん

の広報誌
こ う ほ う し

 

３ インターネット 

４ 家族
か ぞ く

や親
しん

せき、友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

５ サービス事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

や施設
し せ つ

職 員
しょくいん

 

６ 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

や家族会
か ぞ く か い

（団体
だんたい

の機関誌
き か ん し

など） 

７ かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

８ 病 院
びょういん

のケースワーカーや介護
か い ご

保険
ほ け ん

のケアマネジャー 

９ 民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 

10 通園
つうえん

施設
し せ つ

や保育所
ほ い く じ ょ

、幼稚園
よ う ち え ん

、学校
がっこう

の先生
せんせい

 

11 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

などの民間
みんかん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

12 行 政
ぎょうせい

機関
き か ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

13 ほとんど情 報
じょうほう

を得
え

られていない 

14 情 報
じょうほう

を得
え

る必要
ひつよう

がない 

15 その他
た

（                                ） 
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権利
け ん り

擁護
よ う ご

について 

問
とい

32 あなたは、障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをする（した）ことがありますか。

（○は１つだけ） 

１ ある ２ 少
すこ

しある ３ ない 

 

【問
とい

32 で、「１」または「２」と回答
かいとう

された方
かた

がお答
こた

えください。】 

問
とい

33 どのような場所
ば し ょ

で差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをしましたか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 学校
がっこう

・仕事場
し ご と ば

 

２ 仕事
し ご と

を探
さが

すとき 

３ 外出 先
がいしゅつさき

 

４ 余暇
よ か

を楽
たの

しむとき 

５ 病 院
びょういん

などの医療
いりょう

機関
き か ん

 

６ 住
す

んでいる地域
ち い き

 

７ その他
た

（            ） 

 

問
とい

34 平成
へいせい

28年
ねん

４月
がつ

の「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

」の施行
し こ う

と関連
かんれん

して、あなたが、障
しょう

がいの

ある人
ひと

への配慮
はいりょ

として良
よ

いと思
おも

ったこと、配慮
はいりょ

があって助
たす

かったこと、改善
かいぜん

された

と感
かん

じたことはありますか。あてはまる場面
ば め ん

の番号
ばんごう

を【 】内
ない

に記入
きにゅう

し、  内
ない

に

具体的
ぐ た い て き

な内容
ないよう

をご記入
きにゅう

ください。（○は３つまで） 

１ 市
し

役所
やくしょ

などの行 政
ぎょうせい

機関
き か ん

で ７ 福祉
ふ く し

サービスで 

２ 公 共
こうきょう

交通
こうつう

、公 共
こうきょう

施設
し せ つ

などで ８ 住
す

む場所
ば し ょ

や家
いえ

を借
か

りる場面
ば め ん

で 

３ 職場
しょくば

で ９ 情 報
じょうほう

、コミュニケーションで 

４ 学校
がっこう

、教 育
きょういく

の場面
ば め ん

で 10 近隣
きんりん

、地域
ち い き

で 

５ 病 院
びょういん

・診療 所
しんりょうじょ

などで 11 特
とく

にない 

６ 民間
みんかん

サービス（飲食 店
いんしょくてん

、 12 その他
た

（        ） 

習
なら

い事
ごと

など）で 

番号
ばんごう

【   】 

具体的
ぐ た い て き

な内容
ないよう

： 

 

番号
ばんごう

【   】 

具体的
ぐ た い て き

な内容
ないよう

： 

 

番号
ばんごう

【   】 

具体的
ぐ た い て き

な内容
ないよう

： 
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問
とい

35 あなたは、「成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

」についてご存知
ぞ ん じ

でしたか。（○は１つだけ） 

１ 名前
な ま え

も内容
ないよう

も知
し

っていた 

２ 名前
な ま え

を聞
き

いたことがあるが、内容
ないよう

は知
し

らなかった 

３ 内容
ないよう

も名前
な ま え

も知
し

らなかった 

※「成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

」は、判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な成年者
せいねんしゃ

（認知症
にんちしょう

の高齢者
こうれいしゃ

、知的
ち て き

障
しょう

がい者
しゃ

、精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

等
など

）が不利益
ふ り え き

を被
こうむ

らないように家庭
か て い

裁判所
さいばんしょ

に申
もう

し立
た

てをし、その方
かた

を援助
えんじょ

してく

れる方
かた

（「後見人
こうけんにん

」）を付
つ

け、財産
ざいさん

管理
か ん り

や福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

などを任
まか

せる制度
せ い ど

です。 

 

問
とい

36 あなたは、万一
まんいち

自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

では判断
はんだん

ができなくなった場合
ば あ い

、「成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

」を利用
り よ う

し財産
ざいさん

管理
か ん り

などを任
まか

せることについて、どう思
おも

いますか。（○は１つだけ） 

１ すでに利用
り よ う

している 

２ 任
まか

せてもよい 

３ 一部
い ち ぶ

なら任
まか

せてもよい 

 ４ 任
まか

せたくない 

 ５ わからない 

 

 

 

災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

等
とう

について 

問
とい

37 あなたは、火事
か じ

や地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に一人
ひ と り

で避難
ひ な ん

できますか。（○は１つだけ） 

１ できる  → 問
とい

39へ ２ できない ３ わからない 

 

 

問
とい

38 家族
か ぞ く

が不在
ふ ざ い

の場合
ば あ い

や一
ひと

人
り

暮
く

らしの場
ば

合
あい

、近所
きんじょ

にあなたを助
たす

けてくれる人
ひと

はいます

か。（○は１つだけ） 

１ いる ２ いない ３ わからない 

 

問
とい

39 火事
か じ

や地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に困
こま

ることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 投薬
とうやく

や治療
ちりょう

が受
う

けられない 

２ 補
ほ

装具
そ う ぐ

の使用
し よ う

が困難
こんなん

になる 

３ 補
ほ

装具
そ う ぐ

や日 常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の入 手
にゅうしゅ

ができなくなる 

４ 救 助
きゅうじょ

を求
もと

めることができない 

５ 安全
あんぜん

な 所
ところ

まで迅速
じんそく

に避難
ひ な ん

することができない 

６ 被害
ひ が い

状 況
じょうきょう

、避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

などの情 報
じょうほう

が入 手
にゅうしゅ

できない 

７ 周囲
しゅうい

とコミュニケーションがとれない 

８ 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

の設備
せ つ び

（トイレ等
など

）や生活
せいかつ

環 境
かんきょう

が不安
ふ あ ん

 

９ 特
とく

にない 

10 その他
た

（                                ） 

（問
とい

38 へ） 
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問
とい

40 秩父市
ち ち ぶ し

では、地域
ち い き

の自主
じ し ゅ

組織
そ し き

などに住所
じゅうしょ

や氏名
し め い

、身体
しんたい

の状 況
じょうきょう

などの個人
こ じ ん

情報
じょうほう

を

登
とう

録
ろく

し災害
さいがい

時
じ

に避難
ひ な ん

誘導
ゆうどう

や情報
じょうほう

伝達
でんたつ

を受
う

ける制度
せ い ど

（「避
ひ

難
なん

行
こう

動
どう

要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

支
し

援
えん

制
せい

度
ど

」）

を実施
じ っ し

していますが、あなたは利用
り よ う

していますか。（○は１つだけ） 

１ 利用
り よ う

している →下記「◎」の自由記入欄へ ２ 利用
り よ う

していない → 問
とい

41 へ 

 

問
とい

41 あなたが現在
げんざい

、「避
ひ

難
なん

行
こう

動
どう

要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

支
し

援
えん

制
せい

度
ど

」を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。     

（あてはまるものすべてに○） 

１ 家族
か ぞ く

と同居
どうきょ

しているので利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない 

２ 施設
し せ つ

や病 院
びょういん

に入 所
にゅうしょ

・ 入 院 中
にゅういんちゅう

である 

３ 個人
こ じ ん

情 報
じょうほう

を教
おし

えたくない 

４ 利用
り よ う

することで周
まわ

りの人
ひと

に迷惑
めいわく

をかけたくない 

５ 制度
せ い ど

があることを知
し

らなかった 

６ その他
た

（                               ） 

 

 ◎最後
さ い ご

に、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスや行政
ぎょうせい

の取
と

り組
く

みについて何
なに

かご意見
い け ん

がありましたら、

ご自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

ください。 

 

 

ご 協 力
きょうりょく

まことにありがとうございました。 
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